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改定履歴 

・Version1.0  ２０００年３月１８日 制定，コンソーシアム会員内公開。 
２０００年７月  一般公開。 

・Version1.01  ２００１年５月２３日 コンソーシアム会員内公開。 
      Version1.0の追補＆正誤反映版。 
・Version2.00  ２００１年８月０７日 コンソーシアム会員内公開。 
電灯線A，Ｂ方式の、電灯線方式としての統合（A方式で統一）に伴う記述修正。 
変更のある項目は、以下の通り。 
 変更部位（目次項目） 追加・変更概要 

1 4.2.1 電灯線A,B方式の1本化による記述変更。 

2 4.2.10 電灯線A,B方式の1本化による記述変更。 

3 4.2.15 電灯線A,B方式の1本化による記述変更。 

 
・Version2.01  ２００１年12月19日 コンソーシアム会員内公開。 
・Version2.10Preview ２００１年12月28日 コンソーシアム会員内公開。 
・Version2.10Draft ２００２年２月１５日 コンソーシアム会員内公開。 
・Version2.10  ２００２年３月７日 コンソーシアム会員内公開。 
 変更部位（目次項目） 追加・変更概要 

1 2.1 ・ 第 2 部状態遷移の改定にともない、以下のインタフ

ェースを追加。 

「下位通信ソフトウェア搭載情報要求」、「完全初期化

要求」、「通信停止要求」、「完全停止要求」 

2 2.1 ・ 第2部状態遷移の改定にともない、「リセット要求」

を「ウォームスタート要求」に名称変更。 

3 2.2 ・ 第 2 部状態遷移の改定にともない、インタフェース

の詳細説明を変更。 

4 3.1 ・ 第 2 部状態遷移の改定にともない、以下のインタフ

ェースを追加。 

「下位通信ソフトウェア搭載情報要求」、「完全初期化

要求」、「通信停止要求」、「完全停止要求」 

5 3.1 ・ 第2部状態遷移の改定にともない、「リセット要求」

を「ウォームスタート要求」に名称変更。 

6 3.2 ・ 第 2 部状態遷移の改定にともない、インタフェース

の詳細説明を変更。 

7 4.1 ・ 第2部状態遷移の改定にともない、以下のAPIを追加。 

「ClcInitAll」、「ClcStop」、「ClcHalt」、「ClcLowInitAll」、

「ClcLowStop」、「ClcLowHalt」 

8 4.1 ・ 第2部状態遷移の改定にともない、「ClcReset」を「ClcStart」、

に「ClcLowReset」を「ClcLowStart」名称変更。 

9 4.2 ・ 第2部状態遷移の改定にともない、APIの詳細説明を変更。
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・Version2.11   ２００２年４月２６日 コンソーシアム会員内公開。 
   変更のある項目は以下の通り 

 変更部位（目次項目） 追加・変更概要 

1 4.2.2 使用する構造体のバッファ sbufと rbufの型を short
からunsigned char* に変更 

2 4.2.20 戻り値にCLC_ADAPTER_ERROR(4)を追記 
3 4.2.21 戻り値にCLC_ADAPTER_ERROR(4)を追記 
4 4.2.22 戻り値にCLC_ADAPTER_ERROR(4)を追記 
5 4.2.24 構文の引数 node_id の型を unsigned char から

unsigned char*に変更 
 

・Version3.00Draft  ２００２年６月１２日 コンソーシアム会員内公開。 
   変更のある項目は以下の通り 

 変更部位（目次項目） 追加・変更概要 

1 1.2 図1.1新規伝送メディア追加 
2 2.1 (22)下位通信ソフトウェアアドレステーブルデータ取得 

(23)マスタルータ通知 
(24)ハードウェアアドレスデータ取得 
を追記 

3 2.2 (22)下位通信ソフトウェアアドレステーブルデータ取得 
(23)マスタルータ通知 
(24)ハードウェアアドレスデータ取得 
の説明を追記 

4 3.1 表３．１に、下位通信ソフトウェアアドレステーブルデータ取

得、マスタルータ通知、ハードウェアアドレスデータ取得を追

記 
5 3.2 下位通信ソフトウェアアドレステーブルデータ取得、マスタル

ータ通知、ハードウェアアドレスデータ取得の説明を追記 
6 4.1 表4.1の記述修正 
7 4.1 表4.1に 

ClcLowGetAddressTableData, 
ClcLowSetMasterRouterFlag, 
ClcLowGetHardwareAddress 
を追記 

8 4.2.29 ClcLowGetAddressTableDataの説明を追記 
9 4.2.30 ClcLowSetMasterRouterFlagの説明を追記 
10 4.2.31 ClcLowGetHardwareAddressの説明を追記 

 
・Version3.00  ２００２年８月２９日 コンソーシアム会員内公開。 
・Version3.10Draft ２００２年１１月８日 コンソーシアム会員内公開。 
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・Version3.10  ２００２年１２月１８日 コンソーシアム会員内公開。 
・Version3.11  ２００３年３月７日 コンソーシアム会員内公開。 
・Version3.12  ２００３年５月２２日 コンソーシアム会員内公開。 

変更のある項目は以下の通り 
 変更部位（目次項目） 追加・変更概要 

1 3.2 (24)ハードウェアアドレスデータ取得の出力データか
らハードウェアタイプを削除 

2 4.2.32 誤記修正 
3 2.1 

3.1 
3.2 

下位通信ソフトウェアテーブルデータサイズ取得の

追記 

 
・Version3.20Draft ２００３年10月17日 コンソーシアム会員内公開。 
  変更のある項目は以下の通り 
 変更部位（目次項目） 追加・変更概要 

1 2.1、2.2、3.1、3.2 インタフェースを追加 
2 4.1 関数を追加 
3 4.2.18 ClcLowGetProDataの引数修正 
4 4.2.31 マスタルータ設定関数に名称変更 
5 4.2.33 追加 
6 4.2.34 追加 
7 4.2.35 追加 

 
・Version3.20   ２００４年 １月 8日 コンソーシアム会員内公開。 
  変更のある項目は以下の通り 
 変更部位（目次項目） 追加・変更概要 

1 3.1 表３．１ 誤記修正 
2 4.1 表４．１ 誤記修正 
3 4.2.8 誤記修正 
4 4.2.18 誤記修正 
5 4.2.31 誤記修正 
6 4.2.33 NodeIDリストをテーブル記載に変更 

誤記修正 
7 4.2.34 関数名「ClcGetMasterRouterInfo」に変更 

名称を「マスタルータ情報取得関数」に変更 
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・Version3.21   ２００４年 5月 26日 コンソーシアム会員内公開。 
  変更のある項目は以下の通り 

 変更部位（目次項目） 追加・変更概要 
1 4.2.20 関数ClcSendDataの引数dnode_idの説明を修正 

 

・Version3.30  ２００４年１２月 2日 コンソーシアム会員内公開。 
  変更のある項目は以下の通り 

 変更部位（目次項目） 追加・変更概要 
1 1.2 図 1.1 共通下位通信インタフェースの位置付けに

IEEE802.11.11bを追加 
2 4.2 4.2.1、4.2.13～4.2.35 device_idに IEEE802.11/11b 

0x91～0x9Fを追加 
3 4.2.1 (3)構文のClcGetDeviceIDをClcGetDevIDに修正 

 
・Version3.40 Draft ２００４年１２月２８日 コンソーシアム会員内公開。 
  変更のある項目は以下の通り 
 変更部位（目次項目） 追加・変更概要 

1 1.2 図1.1 電灯線ｃ、ｄ方式追加 
レイアウト変更 

2 4.2.1 4.2.13 
4.2.14 4.2.15 
4.2.16 4.2.17 
4.2.18 4.2.19 
4.2.20 4.2.21 
4.2.22 4.2.23 
4.2.24 4.2.25 
4.2.26 4.2.27 
4.2.28 4.2.29 
4.2.30 4.2.31 
4.2.32 4.2.33 
4.2.34 4.2.35 

device_numの電灯線を電灯線a,d方式に変更。 
電灯線ｃ方式 0xA1を追加。 

 
・Version3.40  ２００５年 ２月 ３日 コンソーシアム会員内公開。 
・Version3.41  ２００５年 ５月１１日 コンソーシアム会員内公開。 
・Version3.2  ２００５年１０月１３日 一般公開。 
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・Version3.42  ２００５年１０月２７日 コンソーシアム会員内公開。 

 変更部位（目次項目） 追加・変更概要 
1 4.2.18 第6部の構造体LOW_PRO_DATAと統一 

構造体LOW_PRO_DATAのメンバ説明修正 
mac_ad, mac_maskの配列サイズ修正 

 
・Version3.50 Draft ２００６年 ８月 ３日 コンソーシアム会員内公開。 
・Version3.50  ２００６年 ９月２０日 コンソーシアム会員内公開。 
・Version3.51 Draft ２００７年 ２月 ２日 コンソーシアム会員内公開。 
・Version3.60  ２００７年 ３月 ５日 コンソーシアム会員内公開。 
・   ２００７年１２月１１日 一般公開。 
・Version4.00 Draft ２０１１年 ４月 ７日 コンソーシアム会員内公開。 
  変更のある項目は以下の通り 
 変更部位（目次項目） 追加・変更概要 

1 4.2.1 4.2.13 
4.2.14 4.2.15 
4.2.16 4.2.17 
4.2.18 4.2.19 
4.2.20 4.2.21 
4.2.22 4.2.23 
4.2.24 4.2.25 
4.2.26 4.2.27 
4.2.28 4.2.29 
4.2.30 4.2.31 
4.2.32 4.2.33 
4.2.34 4.2.35 

device_idに IPv6下位通信 0xB1を追加。 
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Version4.00  ２０１１年 ６月３０日 コンソーシアム会員内公開。 
  変更のある項目は以下の通り 
 変更部位（目次項目） 追加・変更概要 

1 1.2 ・図1.1個別下位通信インタフェースの位置付けに、 
ETHERNETIEEE802.3 (UDP/IPV6)、 
6LoWPAN(UDP/IPv6) IEEE802.15.4を追加。 

2 4.2.1 4.2.13 
4.2.14 4.2.15 
4.2.16 4.2.17 
4.2.18 4.2.19 
4.2.20 4.2.21 
4.2.22 4.2.23 
4.2.24 4.2.25 
4.2.26 4.2.27 
4.2.28 4.2.29 
4.2.30 4.2.31 
4.2.32 4.2.33 
4.2.34 4.2.35 

device_idのIPv6下位通信をIPv6/Ethernet 0xB1に変
更。 
IPv6/6LoWPAN 0xB2を追加。 

 
 
 
 
 
 
・ エコーネットコンソーシアムが発行している規格類は、工業所有権(特許,実用新案など)に関する抵触の有
無に関係なく制定されています。 
エコーネットコンソーシアムは、この規格類の内容に関する工業所有権に対して、一切の責任を負いませ
ん。 
・ 本規格発行者は有償・無償を問わず、いかなる第三者に対してもJAVA、IrDA、Bluetooth®、HBSのラ
イセンスを許諾する権限や免責を与える権限を有していません。JAVA、IrDA、Bluetooth®、HBS を使
用する場合、当該使用者は自己の責任と判断に基づき、上記規格について使用許可を得るなどの措置が必
要です。 
・ この書面の使用による、いかなる損害も責任を負うものではありません。 
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第１章 ＥＣＨＯＮＥＴ共通下位通信インタフェース仕様概要 

１．１ 基本的な考え方 

 
「第5部ECHONET共通下位通信インタフェース仕様」の規定は、次節の図１．１に
て示すECHONET通信処理部とプロトコル差異吸収処理部との間の情報のやり取りを実
現する為のソフトウェアインタフェースの仕様に関するものである。この共通下位通信イ

ンタフェースにより、ECHONET 通信処理部の処理仕様は、個々の下位通信ソフトウェ
アの仕様を意識することなく共通的な形で記述ができることとなる。この共通下位通信イ

ンタフェースの仕様では、プロトコル差異吸収処理部がサポートする想定でのインタフェ

ースサービスについて、入出力データ項目、及び具体的な言語が指定された場合の関数規

定を、それぞれ、共通下位通信インタフェース仕様レベル１，２として規定する。共通下

位通信インタフェース仕様レベル１，２は、基本APIのレベル１，２の考えに基づく。 
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１．２ 通信レイヤ上の位置づけ 

本章で規定するインタフェース仕様は、ECHONET 通信処理部が、下位通信ソフトウ
ェアの違いを意識することなく、プロトコル差異吸収処理部以下を制御する為に下位通信

ソフトウェアの違いを吸収する形で規定するものである。 
下図１．１に、本書で規定する共通下位通信インタフェースの位置づけを網掛けで示す。

共通下位通信インタフェースは、プロトコル差異吸収処理とECHONET通信処理部の間
にあって、相互のやり取りを実現するものである。 

 

下位通信ソフトウェア 

伝送メディア 

プロトコル差異吸収処理部 

アプリケーションソフトウェア

 
 

ECHONET通信処理部

共通下位通信インタフェース

サービス 
オブジェクト 

機器 
オブジェクト 

基本 API 基本 API

サービス API

個別下位通信インタフェース

サービス 
ミドルウェア 

通信 
ミドルウェア 

 
現行バージョンがサポートする下位通信ソフトウェア 

標記 下位通信ソフトウェアの名称 伝送メディア 

A 
電灯線a方式 

電灯線d方式 
  電灯線 

B 小電力無線   小電力無線 

C 拡張HBS   ツイストペア線 

D IrDA Control   赤外線 

E LonTalkR   小電力無線 

F BluetoothR (UDP/IPv4) 小電力無線（BT) 

G 
Ethernet 

IEEE802.3 
(UDP/IPv4) イーサネット 

H 
IEEE802.11 

IEEE802.11b 
(UDP/IPv4) 小電力無線（WLAN） 

I 電灯線c方式   電灯線 

J 
Ethernet 

IEEE802.3 
(UDP/IPv6) イーサネット 

K 6LoWPAN (UDP/IPv6) IEEE802.15.4 

 
 
 
 

図１．１ 共通下位通信インタフェースの位置づけ

LonTalkは、米国その他の国々 でのEchelon Corporationの登録商標です。
BluetoothはBluetooth SIG,Incの登録商標です。 
Ethernet は、Xerox Corporationの登録商標です。 
その他すべての商標は、それぞれの所有者に属するものです。 
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第２章 ECHONET共通下位通信インタフェース機能仕様 

２．１ ECHONET共通下位通信インタフェース一覧 

プロトコル差異吸収処理部がサポートするECHONET共通下位通信インタフェースの一覧を以
下に示す。プロトコル差異吸収処理部は、これらのインタフェースを備えているものとする。イン

タフェースの機能仕様説明は、次節にて示す。 
 
(1)下位通信ソフトウェア搭載情報要求 
(2)初期化要求 
(3)動作開始要求 
(4)障害通知 
(5)ウォームスタート要求 
(6)一時停止要求 
(7)動作再開要求 
(8)プロトコル差異吸収処理部プロファイルデータ取得要求 
(9)下位通信ソフトウェアプロファイルデータ取得要求 
(10)プロトコル差異吸収処理部ステータスデータ取得要求 
(11)下位通信ソフトウェアステータスデータ取得要求 
(12)電文送信要求 
(13)送信結果取得 
(14)送信中止要求 
(15)受信電文要求 
(16)NodeID取得要求 
(17)NodeID設定要求 
(18)完全初期化要求 
(19)通信停止要求 
(20)完全停止要求 
(21)停止通知 
(22)下位通信ソフトウェアアドレステーブルデータサイズ取得 
(23)下位通信ソフトウェアアドレステーブルデータ取得 
(24)マスタルータ通知 
(25)ハードウェアアドレスデータ取得 
(26)NondeIDリスト取得 
(27)マスタルータ情報取得 
(28)ハードウェアアドレス変換要求 
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２．２ ECHONET共通下位通信インタフェース機能詳細仕様 

 
プロトコル差異吸収処理部がサポートするECHONET共通下位通信インタフェースの
機能の説明を以下に示す。なお、本節の説明の中で使用されているプロトコル差異吸収処

理部、下位通信ソフトウェアの遷移状態に関しては、第3部の対応する下位通信ソフトウ
ェアを参照されたい。 

 
（１） 下位通信ソフトウェア搭載情報要求 
プロトコル差異吸収処理部に対し、下位通信ソフトウェアに関する情報（搭載している下

位通信ソフトウェアの数と下位通信ソフトウェア ID）を要求する。 
 

（２） 初期化要求 
プロトコル差異吸収処理部及び下位通信ソフトウェアに対し、コールドスタートによる初

期化を実施後、通信停止状態に遷移することを要求する。このとき、下位通信ソフトウェ

アの保持しているMACアドレスは、破棄・更新される。 
 

（３） 動作開始要求 
プロトコル差異吸収処理部及び下位通信ソフトウェアに対し、通信停止状態から通常動作

状態に遷移することを要求する。 
 

（４） 障害通知 
ECHONET通信処理部より上位層の障害（異常）状態をプロトコル差異吸収処理部へ通
知する。 

 
（５） ウォームスタート要求 
プロトコル差異吸収処理部及び下位通信ソフトウェアに対し、ウォームスタートによる初

期化を実施後、通信停止状態に遷移することを要求する。このとき、下位通信ソフトウェ

アが保持しているMACアドレスは変化しない。 
 

（６） 一時停止要求 
プロトコル差異吸収処理部及び下位通信ソフトウェアに対し、通常動作状態から一時停止

状態に遷移することを要求する。 
 

（７） 動作再開要求 
プロトコル差異吸収処理部及び下位通信ソフトウェアに対し、一時停止状態を解除し、通

常動作状態に遷移することを要求する。 
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（８） プロトコル差異吸収処理部プロファイルデータ取得要求 
プロトコル差異吸収処理部に対して、プロトコル差異吸収処理部のプロファイルデータを

要求する。本機能にて要求するプロファイルデータは、ソフトウェア開発メーカコードや

バージョンNo.等の静的情報とする。 
 

（９） 下位通信ソフトウェアプロファイルデータ取得要求 
プロトコル差異吸収処理部に対し、下位通信ソフトウェアのプロファイルデータを要求す

る。本機能にて要求するプロファイルデータは、下位通信ソフトウェアの開発メーカコー

ドやバージョンNo.等の静的情報とする。 
 

（１０） プロトコル差異吸収処理部ステータスデータ取得要求 
プロトコル差異吸収処理部に対し、ステータスデータを要求する。本機能にて要求するス

テータスデータは、異常状態や処理状態といったプロトコル差異吸収処理部の動的情報と

する。 
 

（１１） 下位通信ソフトウェアステータスデータ取得要求 
プロトコル差異吸収処理部に対し、下位通信ソフトウェアのステータスデータを要求する。

本機能にて要求するステータスデータは、異常状態や処理状態といった下位通信ソフトウ

ェアの動的情報とする。 
 

（１２） 電文送信要求 
プロトコル差異吸収処理部に対して、指定するECHONET電文の送信を要求する。 

 
（１３） 送信結果取得 
プロトコル差異吸収処理部に対して、この要求の直前に要求した電文送信の処理のステー

タスを要求する。 
 

（１４） 送信中止要求 
プロトコル差異吸収処理部に対して、この要求の直前の電文送信要求に応じて下位通信ソ

フトウェアが行っている電文送信処理の中止を要求する。 
 

（１５） 受信電文要求 
プロトコル差異吸収処理部に対して、受信した電文の受け渡しを要求する。 

 
（１６） NodeID取得要求 
プロトコル差異吸収処理部にて保持しているNodeID情報を要求する。 

 
（１７） NodeID設定要求 
プロトコル差異吸収処理部に対して、NodeID情報を設定する。 
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（１８） 完全初期化要求 
プロトコル差異吸収処理部に対して、下位通信ソフトウェアをコールドスタートさせた後、

通信停止状態に遷移させることを要求する。このとき、ハウスコード情報、MACアドレ
スは再取得される。 

 
（１９） 通信停止要求 
プロトコル差異吸収処理部に対して、下位通信ソフトウェアを通信停止状態に遷移させる

ことを要求する。 
 

（２０） 完全停止要求 
プロトコル差異吸収処理部に対して、下位通信ソフトウェアを停止状態に遷移させること

を要求する。 
 

（２１） 停止通知 
プロトコル差異吸収処理部からECHONET通信処理部に対して、下位通信ソフトウェア
が停止状態に遷移したことを通知する。 

 
（２２） 下位通信ソフトウェアアドレステーブルデータサイズ取得 

下位通信ソフトウェアで保持している下位アドレステーブルデータの組数を取得する。 
 

（２３） 下位通信ソフトウェアアドレステーブルデータ取得 
下位通信ソフトウェアで保持している下位アドレステーブルデータを取得する。 

 
（２４） マスタルータ通知 
自ノードがマスタルータであるか否かを下位通信ソフトウェアに通知する。 

 
（２５） ハードウェアアドレスデータ取得 
下位通信ソフトウェアに対して保持しているハードウェアアドレスデータを取得する。 
 

（２６） NodeIDリスト取得 
下位通信ソフトウェアが保持するNodeIDリスト取得する。 

 
（２７） マスタルータ情報取得 
下位通信ソフトウェアが保持するマスタルータ情報を取得する。 
 

（２８） ハードウェアアドレス変換要求 
下位通信ソフトウェアに対して、渡したNodeIDに対応するハードウェアアドレスを要求
する。 
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第３章 レベル１ ECHONET共通下位通信インタフェース仕様 

３．１ レベル１ECHONET共通下位通信インタフェースのサービス一覧 

レベル１ ECHONET 共通下位通信インタフェースは、表３．１に示すサービス毎に、
ECHONET 通信処理部とプロトコル差異吸収処理部間でやり取りされるデータについての規定を
行う。本レベル１ECHONET 共通下位通信インタフェースに準拠した実装とするためには、次節
で規定する入出力データ項目を備えている必要がある。ただし、複数のサービスを１つのサービス

に統合したり、1つのサービスを複数のサービスとして分割したりしてもかまわない。また、複数
のデータ項目を１つのデータ項目として処理したり、或いは１つのデータ項目を複数のデータ項目

として処理したりしてもかまわない。 
 

表３．１ レベル１ ECHONET共通下位通信インタフェースのサービス一覧（１／２） 

No. サービス名称 機能概要 搭載規定

1 下位通信ソフトウェア搭載情
報要求 

搭載している（アクセス可能な）下位通信ソフトウェア

の数・下位通信ソフトウェアの種類を要求する。  
Required 

2 初期化要求 指定したプロトコル差異吸収処理部及び下位通信ソフ

トウェアのコールドスタートによる初期化を要求する。 
Required 

3 動作開始要求 指定したプロトコル差異吸収処理部及び下位通信ソフ

トウェアの動作開始を要求する。 
Required 

4 障害通知 ECHONET通信処理部より上位層の障害（異常）状況
をプロトコル差異吸収処理部へ通知する。 

Optional 

5 ウォームスタート要求 指定したプロトコル差異吸収処理部及び下位通信ソフ

トウェアに対して、ウォームスタートによる初期化を要

求する。 

Required 

6 一時停止要求 指定したプロトコル差異吸収処理部及び下位通信ソフ

トウェアに対して、動作の一時停止を要求する。 
Optional 

7 動作再開要求 指定したプロトコル差異吸収処理部及び下位通信ソフ

トウェアに対して、動作の再開を要求する。 
Optional 

8 プロトコル差異吸収処理部プ
ロファイルデータ取得要求 

プロトコル差異吸収処理部の静的情報を取得する。 Required 

9 下位通信ソフトウェアプロフ
ァイルデータ取得要求 

下位通信ソフトウェアの静的情報を取得する。 Required 

10 プロトコル差異吸収処理部ス
テータスデータ取得要求 

プロトコル差異吸収処理部の動的状態(処理障害等)情報
を取得する。 

Optional 

11 下位通信ソフトウェアステー
タスデータ取得要求 

下位通信ソフトウェアの動的状態(処理障害、アドレス
重複等)に関する情報を取得する。 

Required 

12 電文送信要求 プロトコル差異吸収処理部に対して、電文の送信を要求

する。 
Required 
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表３．１ ECHONET共通下位通信インタフェース一覧表（２／２） 
 
 

No. サービス名称 機能概要 搭載規定

13 送信結果取得 プロトコル差異吸収処理部に対して、電文の送信結果を

要求する。 
Optional 

14 送信中止要求 
 

プロトコル差異吸収処理部に対して、電文の送信の中止

を要求する。 
Optional 

15 受信電文要求 プロトコル差異吸収処理部に対して、受信電文を要求す

る。 
Required 

16 NodeID取得要求 プロトコル差異吸収処理部で保持している NodeID を
取得する。 

Required 

17 NodeID設定要求 プロトコル差異吸収処理部に対して NodeID を設定す
る。 

Optional 

18 完全初期化要求 
 

指定したプロトコル差異吸収処理部及び下位通信ソフ

トウェアに対して、コールドスタートによる初期化を要

求する。このとき、ハウスコード情報は再取得される。 

Optional 

19 通信停止要求 
 

指定したプロトコル差異吸収処理部及び下位通信ソフ

トウェアに対して、通信停止状態への遷移を要求する。 
Optional 

20 完全停止要求 
 

指定したプロトコル差異吸収処理部及び下位通信ソフ

トウェアに対して、停止状態への遷移を要求する。 
Optional 

21 停止通知 プロトコル差異吸収処理部から ECHONET 通信処理
部に対し、プロトコル差異吸収処理部及び下位通信ソフ

トウェアが停止状態に遷移した旨を通知する 

Optional 

22 下位通信ソフトウェアアドレ
ステーブルデータサイズ取得 

下位通信ソフトウェアで保持している下位アドレステ

ーブルデータの組数の取得する。 
Optional 

23 下位通信ソフトウェアアドレ
ステーブルデータ取得 

下位通信ソフトウェアで保持している下位アドレステ

ーブルデータを取得する。 
Optional 

24 マスタルータ通知 自ノードがマスタルータであるか否かを下位通信ソフ

トウェアに通知する。 
Optional 

25 ハードウェアアドレスデータ
取得 

下位通信ソフトウェアから保持しているハードウェア

アドレスデータを取得する。 
Optional 

26 NodeIDリスト取得 下位通信ソフトウェアが保持する NodeID リストを取
得する。 

Optional 

27 マスタルータ情報取得 下位通信ソフトウェアが保持するマスタルータ情報を

取得する。 
Optional 

28 ハードウェアアドレス変換要
求 

下位通信ソフトウェアに対して、渡したNodeIDに対応
するハードウェアアドレスを要求する。 

Optional 
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３．２ レベル１ECHONET共通下位通信インタフェース詳細仕様 

前節の表３．１で示した各サービスにより、入出力されるデータに関しての規定を行う。以下の

表中で、データの入出力の方向は、ECHONET通信処理部を基準とする。すなわち、「入力（Input）」
とは、ECHONET 通信処理部からプロトコル差異吸収処理部に対してデータを渡すことを示し、
「出力（Output）」とは、プロトコル差異吸収処理から部ECHONET通信処理部へデータを渡す
ことを示す。レベル１ ECHONET共通下位通信インタフェースに準拠するためには、これらのデ
ータの受け渡しが可能であればよく、受け渡し方法（構造体を用いるとか、受け渡し用のバッファ

のポインタ情報を渡す等）については特に規定しない。 
  

（１） 下位通信ソフトウェア搭載情報要求（搭載必須機能） 
搭載している（アクセス可能な）下位通信ソフトウェアの数と種別（電灯線、小電力無線等）を

要求する。表３．２にデータ仕様を示す。 
 

表３．２ 下位通信ソフトウェア種別要求サービス入出力データ一覧 
方向 データ名 内容・条件 備考 

Input －  
Output Device_num ・ 搭載している下位通信ソフトウェアの数を示す。 Optional 
Output Device_id ・ 下位通信ソフトウェアの種類を示す。 

・ 電灯線下位通信ソフトウェア，特定小電力無線下
位通信ソフトウェア，拡張 HBS 下位通信ソフト
ウェア，LonTalk○R依存下位通信ソフトウェア，
IrDA 依存下位通信ソフトウェア等の識別が可能
であること。 
・ 複数の下位通信ソフトウェアに対応可能な場合に
は、複数の応答が可能であること。 

Required 

Output Return Value TRUE：正常時、FALSE：異常時 Optional 
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（２） 初期化要求（搭載必須機能） 

指定した下位通信ソフトウェアのコールドスタートによる初期化と、その後の通信停止

状態への遷移、およびそれに対応するプロトコル差異吸収処理部の初期化を要求する。こ

の要求に対応する一連の処理の過程で、MAC アドレス情報は再取得される。ハウスコー
ド情報をもつ下位通信ソフトウェアの場合、ハウスコード情報は変化しない。表３．３に

入出力仕様を示す。 
 

表３．３ 初期化要求サービス入出力データ一覧 
方向 データ名 内容・条件 備考 

Input Device_id ・ 初期化対象下位通信ソフトウェアの指定を行う。 
・ 全下位通信ソフトウェアの一斉初期化、あるいは
個々の下位通信ソフトウェアの個別初期化が指定
可能であること。  

Required 

Input p_init ・ 初期化パラメータを指定する。 
・ 送信電文最長保持時間，受信電文最長保持時間等
含むが初期化対象下位通信ソフトウェアにより具
体的な内容は異なる。 

Required 

  
Output Return Value TRUE：初期化成功、FALSE：初期化失敗 Optional 

 
（３） 動作開始要求（搭載必須機能） 

指定した下位通信ソフトウェアとそれに対応するプロトコル差異吸収処理部の動作開

始を要求する。表３．４に入出力仕様を示す。 
 

表３．４ 動作開始要求サービス入出力データ一覧 
方向 データ名 内容・条件 備考 

Input Device_id ・ 動作開始対象下位通信ソフトウェアの指定を行
う。 
・ 全下位通信ソフトウェアの一斉動作開始、あるい
は個々の下位通信ソフトウェアの動作開始が指定
可能であること。  

Optional 

Output Return Value TRUE：動作開始成功、FALSE：動作開始失敗 Optional 
 
（４） 障害通知 

ECHONET 通信処理部より上位層の障害（異常）状態をプロトコル差異吸収処理部へ
通知する。表３．５に入出力仕様を示す。 
 

表３．５ 障害通知サービス入出力データ一覧 
方向 データ名 内容・条件 備考 

Input trouble_no ・ 障害（異常）状態を示すトラブル番号を通知する。 Required 
Output Return Value TRUE：障害通知受理、FALSE：障害通知不受理 Optional 
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（５） ウォームスタート要求（搭載必須機能） 

指定した下位通信ソフトウェア、およびそれに対応するプロトコル差異吸収処理部に対

してウォームスタートによる初期化と、その後の通信停止状態への遷移を要求する。この

要求に対応する一連の処理の過程でハウスコード情報、MACアドレス情報は変化しない。
表３．６に入出力仕様を示す。 
 

表３．６ ウォームスタート要求サービス入出力データ一覧 
方向 データ名 内容・条件 備考 

Input device_id ・ ウォームスタート対象下位通信ソフトウェアの指
定を行う。 
・ 全下位通信ソフトウェアの一斉ウォームスター
ト、あるいは個々の下位通信ソフトウェアのウォ
ームスタート指定が可能であること。 

Required 

Output Return Value TRUE：ウォームスタート受理、FALSE：受理不可 Optional 
 

（６） 一時停止要求 
指定した下位通信ソフトウェア、およびそれに対応するプロトコル差異吸収処理部に対

して一時停止状態への遷移を要求する。表３．７に入出力仕様を示す。 
 

表３．７ 一時停止要求サービス入出力データ一覧 
方向 データ名 内容・条件 備考 

Input device_id ・ 一時停止対象下位通信ソフトウェアの指定を行
う。 
・ 全下位通信ソフトウェアの一斉一時停止、
あるいは個々の下位通信ソフトウェアの初期化が
指定可能であること。 

Required

Output Return Value TRUE：一時停止受理、FALSE：受理不可 Optional
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（７） 動作再開要求 
指定した下位通信ソフトウェア、およびそれに対応するプロトコル差異吸収処理部に対

して一時停止状態を解除し、通常動作状態に遷移することを要求する。表３．８に入出力

仕様を示す。 
 

表３．８ 動作再開要求サービス入出力データ一覧 
方向 データ名 内容・条件 備考 

Input device_id ・ 動作再開対象下位通信ソフトウェアの指定を行
う。 
・ 全下位通信ソフトウェアの一斉動作再開、
あるいは個々の下位通信ソフトウェアの動作再開
が指定可能であること。 

Required

Output Return Value TRUE：再開成功、FALSE：再開不可(失敗含) Optional
 
（８） プロトコル差異吸収処理部プロファイルデータ取得要求（搭載必須機能） 

指定した下位通信ソフトウェアに対応するプロトコル差異吸収処理部のプロファイル

データを要求する。本サービスにて要求するデータは、プロトコル差異吸収処理部のメー

カコードやバージョンNo.等の静的情報とする。表３．９に入出力仕様を示す。 
 
表３．９ プロトコル差異吸収処理部プロファイルデータ取得要求サービス入出力データ一覧 
方向 データ名 内容・条件 備考 

Input device_id ・ 取得対象とするプロトコル差異吸収処理部に関連
する下位通信ソフトウェアの指定を行う。 
・ 全下位通信ソフトウェア、あるいは個々の下位通
信ソフトウェアの指定が可能であること。 

Required

Output version_No ・ プロトコル差異吸収処理部のバージョン情報を示
す。 

Optional

Output company_name ・ メーカコード示す。 Optional
Output Rwlen ・ バッファサイズ情報示す。 Optional
Output Return Value TRUE：正常時、FALSE：異常時 Optional
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（９） 下位通信ソフトウェアプロファイルデータ取得要求（搭載必須機能） 
指定した下位通信ソフトウェアのプロファイルデータを要求する。本機能にて要求する

プロファイルデータは、下位通信ソフトウェアのソフトウェア開発メーカのメーカコード

やバージョンNo.等の静的情報とする。表３．１０に入出力仕様を示す。 
 
表３．１０ 下位通信ソフトウェアプロファイルデータ取得要求サービス入出力データ一

覧 
方向 データ名 内容・条件 備考 

Input device_id ・ 取得対象とする下位通信ソフトウェアの指定を行
う。 
・ 全下位通信ソフトウェア、あるいは個々の下位通
信ソフトウェアの指定が可能であること。 

Required

Output version_No ・ 下位通信ソフトウェアのバージョン情報示す。 Optional
Output company_name ・ メーカ情報示す。 Optional
Output mac_address ・ MACアドレス情報示す。 Optional
Output Rwlen ・ バッファサイズ情報示す。 Optional
Output Broad ・ 同報機能の有無示す。 Optional
Output Baud ・ 伝送レート示す。 Optional
Output Return Value TRUE：正常時、FALSE：異常時 Optional

 
（１０） プロトコル差異吸収処理部ステータスデータ取得要求 

プロトコル差異吸収処理部に対して、プロトコル差異吸収処理部のステータスデータを

要求する。本機能にて要求するステータスデータは、異常状態や処理状態といった動的情

報とする。表３．１１に入出力仕様を示す。 
 

表３．１１ プロトコル差異吸収処理部ステータスデータ取得要求サービス入出力データ一
覧 

方向 データ名 内容・条件 備考 
Input device_id ・ 取得対象とするプロトコル差異吸収処理部に関連

する下位通信ソフトウェアの指定を行う。 
・ 全下位通信ソフトウェア、あるいは個々の下位通
信ソフトウェアの指定が可能であること。 

Required

Output State ・ 遷移状態情報を示す。 Required
Output trouble_no ・ プロトコル差異吸収処理部の障害情報示す。  Optional
Output upper_trouble ・ 上位層障害として認識している情報示す。 Optional
Output Low_trouble ・ 下位層障害として認識している情報示す。 Optional
Output Return Value TRUE：正常時、FALSE：異常時 Optional
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（１１） 下位通信ソフトウェアステータスデータ取得要求（搭載必須機能） 
プロトコル差異吸収処理部に対して、下位通信ソフトウェアのステータスデータを要求

する。本機能にて要求するステータスデータは、異常状態や処理状態といった動的情報と

する。表３．１２に入出力仕様を示す。 
 
表３．１２ 下位通信ソフトウェアステータスデータ取得要求サービス入出力データ一覧 

方向 データ名 内容・条件 備考 
Input device_id ・ 取得対象とする下位通信ソフトウェアの指定を行

う。 
・ 全下位通信ソフトウェア、あるいは個々の下位通
信ソフトウェアの指定が可能であること。 

Required

Output State ・ 遷移状態情報。第3部規定の状態の認識が可能で
あること。 

Required

Output trouble_no ・ 下位通信ソフトウェアの障害情報を示す。 Optional
Output upper_trouble ・ 上位層障害として下位通信ソフトウェアが、認識

している情報。 
Optional

Output Return Value TRUE：正常時、FALSE：異常時 Optional
 
（１２） 電文送信要求（搭載必須機能） 

指定した下位通信ソフトウェアによる指定ECHONET電文の送信を要求する。表３．
１３に入出力仕様を示す。 
 

表３．１３ 電文送信要求サービス入出力サービス一覧 
方向 データ名 内容・条件 備考 

Input device_id ・ 送信対象とする下位通信ソフトウェアの指定を行
う。 
・ 個々の下位通信ソフトウェアの識別が可能である
こと。  

Required

Input send_data ・ ECHONET電文形式の送信要求データを示す。 
・ 形式はECHONET通信処理部間でやり取りされ
るもの（ECHONETフレーム）である 。 

Required

Input dnode_id ・ サブネット内送信先NodeID情報と、同報／個別
の指定情報を示す。 

Required

Output Return Value TRUE：正常時、FALSE：異常時 Optional
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（１３） 送信結果取得 
指定した下位通信ソフトウェアに対応するプロトコル差異吸収処理部に対して、「電文

送信要求」で要求した電文の送信結果を要求する。表３．１４に入出力仕様を示す。 
 

表３．１４ 送信結果取得サービス入出力データ一覧 
方向 データ名 内容・条件 備考 

Input device_id ・ 送信結果取得対象とする下位通信ソフトウェアの
指定を行う。 
・ 個々の下位通信ソフトウェアの識別が可
能であること。 

Required

Output result ・ 送信中、送信正常終了、送信エラー終了、或いは
送信中止中の情報を示す。  

Required

Output Return Value TRUE：正常時、FALSE：異常時 Optional
 

（１４） 送信中止要求 
指定した下位通信ソフトウェアが実行中の電文送信処理の中止を要求する。表３．１５

に入出力仕様を示す。 
 

表３．１５ 送信中止要求サービス入出力データ一覧 
方向 データ名 内容・条件 備考 

Input device_id ・ 送信中止対象とする下位通信ソフトウェアの指定
を行う。 
・ 個々の下位通信ソフトウェアの識別が可能である
こと。 

Required

Output Return Value TRUE：中止成功、FALSE：中止失敗(送信済) Optional
 
 

（１５） 受信電文要求（搭載必須機能） 
指定した下位通信ソフトウェアが受信している電文を要求する。表３．１６に入出力仕

様を示す。 
 

表３．１６ 受信電文要求サービス入出力データ一覧 
方向 データ名 内容・条件 備考 

Input device_id ・ 要求対象とする下位通信ソフトウェアの指定を行
う。 
・ 個々の下位通信ソフトウェアの識別が可能である
こと。 

Required

Output receive_data ・ ECHONET電文形式の受信データを示す。 
・ 形式はECHONET通信処理部間でやり取りされ
るもの（ECHONETフレーム）である 。 

Required

Output snode_id ・ サブネット内送信元NodeID情報を示す。 Required
Output Return Value TRUE：正常時、FALSE：異常時(受信データ無し

の指示等異常指示コード) 
Optional

 



 

 ３-１０

ECHONET SPECIFICATION 
第５部 ECHONET 共通下位通信インタフェース仕様 
第３章 レベル１ECHONET 共通下位通信インタフェース仕様 

Date：Jun. 30, 2011
     Version 4.00

CONFIDENTIAL
ECHONET CONSORTIUM

© 2000（2011）  ECHONET CONSORTIUM  ALL RIGHTS RESERVED

（１６） NodeID取得要求（搭載必須機能） 
指定した下位通信ソフトウェアが保持しているMACアドレスに対応するNodeID情報
を要求する。表３．１７に入出力仕様を示す。 
 

表３．１７ NodeID取得要求サービス入出力データ一覧 
方向 データ名 内容・条件 備考 

Input device_id ・ NodeID 取得対象とする下位通信ソフトウェアの
指定を行う。 
・ 個々の下位通信ソフトウェアの指定が可能である
こと。 

Required

Output nodeID ・ NodeID情報を示す。 Required
Output Return Value TRUE：正常時、FALSE：異常時(nodeID 未設定

や指定device_id異常等指示コード) 
Optional

 
（１７） NodeID設定要求 

指定した下位通信ソフトウェアに対応するプロトコル差異吸収処理部に対して、

NodeID情報を設定する。下位通信ソフトウェアは、この設定に基づいてMacアドレスを
変更する。表３．１８に入出力仕様を示す。 
 

表３．１８ NodeID設定要求サービス入出力データ一覧 
方向 データ名 内容・条件 備考 

Input device_id ・ NodeID 設定対象とする下位通信ソフトウェアの
指定を行う。 
・ 個々の下位通信ソフトウェアの指定が可能である
こと。 

Required

Input nodeID ・ NodeID情報を示す。 Required
Output Return Value TRUE：正常時、FALSE：異常時(設定不可等指示

コード) 
Optional
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（１８） 完全初期化要求 
指定した下位通信ソフトウェアとそれに対応するプロトコル差異吸収処理部のコール

ドスタートによる初期化と、その後の通信停止状態への遷移を要求する。この要求に対応

する一連の処理の過程でハウスコード情報、MACアドレス情報は再取得される。 
 

表３．１９ 完全初期化要求サービス入出力データ一覧 
方向 データ名 内容・条件 備考 

Input software_id ・ 完全初期化対象下位通信ソフトウェアの指定を行
う。 
・ 全下位通信ソフトウェアの一斉初完全期化、ある
いは個々の下位通信ソフトウェアの個別完全初期
化が指定可能であること。  

Required

Input p_init ・ 初期化パラメータを指定する。 
・ 送信電文最長保持時間，受信電文最長保持
時間等含むが初期化対象下位通信ソフトウェアに
より具体的な内容は異なる。 

Required

Output Return Value TRUE：初期化成功、FALSE：初期化失敗 Optional
 

（１９） 通信停止要求 
指定した下位通信ソフトウェア、およびそれに対応するプロトコル差異吸収処理部に対

して通信停止状態への遷移を要求する。表３．２０に入出力仕様を示す。 
 

表３．２０ 通信停止要求サービス入出力データ一覧 
方向 データ名 内容・条件 備考 

Input software_id ・ 通信停止対象下位通信ソフトウェアの指定を行
う。 
・ 全下位通信ソフトウェアの一斉通信停止、あるい
は個々の下位通信ソフトウェアの個別通信停止が
指定可能であること。 

Required

Output Return Value TRUE：一時停止受理、FALSE：受理不可 Optional
 

（２０） 完全停止要求 
指定した下位通信ソフトウェア、およびそれに対応するプロトコル差異吸収処理部に対

して停止状態への遷移を要求する。表３．２１に入出力仕様を示す。 
 

表３．２１ 完全停止要求サービス入出力データ一覧 
方向 データ名 内容・条件 備考 

Input software_id ・ 完全停止対象下位通信ソフトウェアの指定を行
う。 
・ 全下位通信ソフトウェアの一斉完全停止、あるい
は個々の下位通信ソフトウェアの個別完全停止が
指定可能であること。 

Required

Output Return Value TRUE：一時停止受理、FALSE：受理不可 Optional
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（２１） 停止通知 
下位通信ソフトウェア、およびそれに対応するプロトコル差異吸収処理部が停止状態へ

遷移したことをECHONET通信処理部に通知する。表３．２２に入出力仕様を示す。 
 

表３．２２ 停止通知サービス入出力データ一覧 
方向 データ名 内容・条件 備考 

Output software_id ・ 停止状態に遷移した下位通信ソフトウェアを示
す。 

Required

Input Return Value TRUE：通知受理、FALSE：受理不可 Optional
 

（２２） 下位通信ソフトウェアアドレステーブルデータサイズ取得(Optional) 
下位通信ソフトウェアが下位アドレステーブルで保持しているアドレスデータの組数の

取得を行う。表３．２３に入出力仕様を示す。 
 
表３．２３ 下位通信ソフトウェアアドレステーブルデータサイズ取得 

サービス入出力データ一覧 
方向 データ名 内容・条件 備考 

Input device_id ・ 下位通信ソフトウェア種別要求サービスにより取
得した下位通信ソフトウェアIDを指定する。 

Optional

Output data_number ・ 下位アドレステーブルデータで保持しているアド
レステーブルの組数を示す。 

Required

Output Return Value TRUE：正常時、FALSE：異常時 Optional
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（２３） 下位通信ソフトウェアアドレステーブルデータ取得（Optional） 

下位通信ソフトウェアで保持している下位アドレステーブルデータを取得する。 デー
タはデータ組数とデータ組から構成される。各データ組はハードウェアタイプ、ハードウ

ェアアドレス、MAC アドレス、及びマスタルータであることを示すフラグよりなるデー
タである。 
 
表３．２４ 下位通信ソフトウェアアドレステーブルデータ取得サービス       

入出力データ一覧 
方向 データ名 内容・条件 備考 

Input device_id ・ 下位通信ソフトウェア種別要求サービスにより取
得した下位通信ソフトウェアIDを指定する。 

Optional

Output data_number ・ 下位アドレステーブルデータで保持しているアド
レステーブルの組数を示す。 

Required

Output hardwareaddress ・ 下位アドレステーブルデータで保持しているアド
レステーブルに対応するハードウェアアドレスの
リストを示す。 

Required

Output node_id ・ 下位アドレステーブルデータで保持しているアド
レステーブルのNodeIDのリストを示す。 

Required

Output masterrouter_flag ・ 下位アドレステーブルデータで保持しているアド
レステーブルのノードがマスタルータであれば
1、そうでなければ0となる。 

Required

Output Return Value TRUE：正常時、FALSE：異常時 Optional
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（２４） マスタルータ通知（Optional） 
自ノードがマスタルータであるか否かを下位通信ソフトウェアに設定する。 
 

表３．２５ マスタルータ通知サービス入出力データ一覧 
方向 データ名 内容・条件 備考 

Input device_id ・ 下位通信ソフトウェア種別要求サービスにより取
得した下位通信ソフトウェアIDを指定する。 

Optional

Input  masterRouter_Flag ・ マスタルータであれば 1、そうでなければ 0を指
定する。 

Required

Output Return Value TRUE：正常時、FALSE：異常時 Optional
 

（２５） ハードウェアアドレスデータ取得（Optional） 
下位通信ソフトウェアが保持しているハードウェアアドレスデータを取得する。出力デ

ータはハードウェアアドレスである。 
 

表３．２６ ハードウェアアドレスデータ取得サービス入出力データ一覧 
方向 データ名 内容・条件 備考 

Input device_id ・ 下位通信ソフトウェア種別要求サービスにより取
得した下位通信ソフトウェアIDを指定する。 

Optional

Output hardwareaddress ・ 下位アドレステーブルデータで保持しているハー
ドウェアアドレスを示す。 

Required

Output Return Value TRUE：正常時、FALSE：異常時 Optional
 

（２６） NodeIDリスト取得 
下位通信ソフトウェアが保持するNodeIDリスト取得する。 

 
表３．２７ NodeIDリスト取得サービス入出力データ一覧 

方向 データ名 内容・条件 備考 
Input device_id ・ 下位通信ソフトウェア種別要求サービスにより取

得した下位通信ソフトウェアIDを指定する。 
Optional

Output node_id_list ・下位通信ソフトウェアが保持しているNodeIDリ
ストを示す。 

Required

 
（２７） マスタルータ情報取得 

下位通信ソフトウェアが保持するマスタルータ情報を取得する。 
 

表３．２８ マスタルータ情報取得サービス入出力データ一覧 
方向 データ名 内容・条件 備考 

Input device_id ・ 下位通信ソフトウェア種別要求サービスにより取
得した下位通信ソフトウェアIDを指定する。 

Optional

Output result, ・マスタルータの存在の有無 Required

Output master_node_id ・マスタルータのNodeID Required
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（２８） ハードウェアアドレス変換要求 

下位通信ソフトウェアに対して、渡したNodeIDに対応するハードウェアアドレスを要
求する。 

 
表３．２９ ハードウェアアドレス変換要求サービス入出力データ一覧 

方向 データ名 内容・条件 備考 
Input device_id ・ 下位通信ソフトウェア種別要求サービスにより取

得した下位通信ソフトウェアIDを指定する。 
Optional

Input node_id ・ 変換対象のNodeIDを示す。 Required
Output hardwareaddress ・ハードウェアアドレスへのポインタを示す。 Required
Output hardwareaddress_len ・ハードウェアアドレスのサイズへのポインタを示

す。 
Required
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第４章 レベル２ECHONET共通下位通信インタフェース仕様 

 
本章では、レベル２ECHONET 共通下位通信インタフェースとして、本インタフェー
スを利用して開発するソフトウェアの互換性を考慮したAPIの詳細規定を示す。本章で示
す規定は、プロトコル差異吸収処理部にAPI処理を搭載する（ECHONET通信処理部に
てプロトコル差異吸収処理部の処理を呼び出す）形式とした。 
レベル２ECHONET共通下位通信インタフェースについて、ECHONET規格Version 

2.10においては、ANSI規格のC言語を対象としたもの（以下「C言語用」と呼ぶ）を規
定する。 
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４．１ C言語用レベル２ECHONET共通下位通信インタフェース関数一覧 

 
C言語用レベル２ECHONET共通下位通信インタフェースの関数として、以下の22個
のものを規定する。レベル２のOptionalとは、関数として実装しなくてもよい（例えば、
プロトコル差異吸収処理部動作開始関数の実行で、個別下位通信ソフトウェアも同じに動

作開始するような仕様になっているプロトコル差異吸収処理部においては、No.10の関数
は実装していなくても良い）ことを示すが、その機能を実現している場合には、レベル２

準拠とするには本項にて示す関数を実現するものとする。 
 
表４．１ C言語用レベル２ECHONET共通下位通信インタフェース関数一覧 

No. 関数名 名称 備考 
1 ClcGetDevID 下位通信ソフトウェア搭載情報要求関数  Required
2 ClcInit 初期化要求関数  Required
3 ClcRequestRun 動作開始要求関数 Required
4 ClcSetTrouble  上位層障害通知関数 Optional
5 ClcStart ウォームスタート要求関数 Required
6 ClcSuspend 動作一時停止要求関数 Optional
7 ClcWakeUp 動作再開要求関数 Optional
8 ClcGetProData プロトコル差異吸収処理部プロファイルデータ取得要求関数 Required
9 ClcGetStatus プロトコル差異吸収処理部ステータスデータ取得要求関数 Optional
10 ClcInitAll 完全初期化要求関数 Optional
11 ClcStop 通信停止要求関数 Optional
12 ClcHalt 完全停止要求関数 Optional
13 ClcLowInit 下位通信ソフトウェア初期化要求関数 Optional
14 ClcLowRequestRun 下位通信ソフトウェア動作開始要求関数 Optional
15 ClcLowStart 下位通信ソフトウェアウォームスタート要求関数 Optional
16 ClcLowSuspend 下位通信ソフトウェア動作一時停止要求関数 Optional
17 ClcLowWakeUp 下位通信ソフトウェア動作再開要求関数 Optional
18 ClcGetLowProData 下位通信ソフトウェアプロファイルデータ取得要求関数 Required
19 ClcGetLowStatus 下位通信ソフトウェアステータスデータ取得要求関数 Required
20 ClcSendData 電文送信要求関数 Required
21 ClcGetSendResult 送信結果要求関数 Optional
22 ClcSendCancel 送信中止要求関数 Optional
23 ClcReceiveData 受信電文要求関数 Required
24 ClcGetNodeID  ノードID取得要求関数 Required
25 ClcSetNodeID ノードID設定要求関数 Optional
26 ClcLowInitAll 下位通信ソフトウェア完全初期化要求関数 Optional
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27 ClcLowStop 下位通信ソフトウェア通信停止要求関数 Optional
28 ClcLowHalt 下位通信ソフトウェア完全停止要求関数 Optional
29 ClcLowGetAddressTabl

eDataSize 
下位通信ソフトウェアアドレステーブルデータサイズ取得関

数 
Optional

30 ClcLowGetAddressTabl
eData 

下位通信ソフトウェアアドレステーブルデータ取得関数 Optional

31 ClcLowSetMasterRoute
rFlag 

マスタルータ設定関数 Optional

32 ClcLowGetHardwareA
ddress 

ハードウェアアドレスデータ取得関数 Optional

33 ClcGetNodeIDList NodeIDリスト取得関数 Optional
34 ClcGetMasterRouterInf

o 
マスタルータ情報取得関数 Optional

35 ClcLowReqToHardwar
eAddress 

ハードウェアアドレス変換要求関数 Optional
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４．２ C言語用レベル２ECHONET共通下位通信インタフェース詳細仕様 

 
本節では、表４．１にて示した各関数の詳細仕様を、以下の７つの項目について示す。 
 
（１） 名称 

関数名称を示す。 
（２） 機能 

機能を説明する。 
（３） 構文 

関数の構文を示す。 
（４） 説明 

引数や、変数の詳細仕様について説明する。 
（５） 戻り値 

戻り値を示す。 
（６） 使用する構造体 

構造体があれば、構造体の仕様を示す。 
（７） 注意事項・制限事項 

注意事項や制限事項があれば、示す。 
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４．２．１ ClcGetDevID 

 
（１） 名称 
下位通信ソフトウェア搭載情報要求関数 

（２） 機能 
プロトコル差異吸収処理部を介して操作が可能な下位通信ソフトウェアの数、および種類

の識別を示す下位通信ソフトウェア ID情報を要求する。 
（３） 構文 

BOOL ClcGetDevID（ 
 unsigned char *device_num /* [OUT] 操作可能な下位通信ソフトウェア数*/ 

unsigned char *device_idset /* [OUT] 操作可能な下位通信ソフトウェアID */ 
） 

（４） 説明 
*device_num ：操作可能な下位通信ソフト数へのポインタ 
*device_idset ：操作可能な下位通信ソフトウェア ID 情報へのポインタ。ポインタの

先には、device_num で指定された数の情報が存在する。下位通信ソ
フトウェアの種類と対応する下位通信ソフトウェア ID の関係は、以
下の通りである。 

   電灯線a,d方式 0x11～0x1F 
   特定小電力無線 0x31～0x3F 
   拡張HBS 0x41～0x4F 
   IrDA_Control 0x51～0x5F 
   LonTalk○R  0x61～0x6F 

   Bluetooth® 0x71～0x7F 
   Ethernet 0x81～0x8F 
   IEEE802.11,11b 0x91～0x9F 
   電灯線ｃ方式 0xA1 
   IPv6/Ethernet 0xB1 
   IPv6/6LoWPAN 0xB2 
 

（５） 戻り値 
０： 取得失敗 
１： 取得成功 

（６） 使用する構造体 
特に無し。 

（７） 注意事項・制限事項 
この関数は、「初期化要求関数：ClcInit」や「動作開始要求関数：ClcRequestRun」より
前に呼び出されることを前提とする。 
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４．２．２ ClcInit 

 
（１） 名称 
初期化要求関数 

（２） 機能 
存在する全下位通信ソフトウェア、および対応するプロトコル差異吸収処理部のMACア
ドレス再取得を伴う初期化（コールドスタート）を要求する。この要求を受けたプロトコ

ル差異吸収処理部は、コールドスタート可能な状態にある全ての下位通信ソフトウェアを

コールドスタートし、通信停止状態に遷移させた後、初期化パラメータにて自身を初期化

する。 
（３） 構文 

BOOL ClcInit（ 
 CLC_INIT_DATA  *init_data /*[IN] 初期化パラメータへのポインタ  */ 
） 

（４） 説明 
*init_data ：プロトコル差異吸収処理部の初期化パラメータへのポインタ。 

（５） 戻り値 
０： 初期化失敗 
１： 初期化成功 

（６） 使用する構造体 
typedef strut { 
short sbuf_len;  /* 送信バッファサイズ */ 
unsigned char *sbuf;  /* 送信バッファへのポインタ */ 
short rbuf_len;  /* 受信バッファサイズ */ 
unsigned char *rbuf  /* 受信バッファへのポインタ */ 
short sholdtime,  /* プロトコル差異処理部送信電文最長保持時間情報 */ 
short rholdtime,  /* プロトコル差異処理部受信電文最長保持時間情報 */ 
unsigned char clc_mode,  /* 動作モード指定  

0x00 通常動作モード。 
0x01 テスト・メンテナンスモード(詳細は、特
に規定しない) */ 

} CLC_INIT_DATA 
（７） 注意事項・制限事項 
本関数は、すでに全ての下位通信ソフトウェアがコールドスタート状態、またはウォーム

スタート状態にある場合は、初期化失敗を戻り値とする。 
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４．２．３ ClcRequestRun 

 
（１） 名称 
動作開始要求関数 

（２） 機能 
存在する全下位通信ソフトウェア、および対応するプロトコル差異吸収処理部の動作開始

を要求する。この要求を受けたプロトコル差異吸収処理部は、全ての下位通信ソフトウェ

アを通常動作状態に遷移させる。 
（３） 構文 

BOOL ClcRequestRun（ void ) 
（４） 説明 
特記無し。 

（５） 戻り値 
０： 起動失敗 
１： 起動成功 

（６） 使用する構造体 
無し。 

（７） 注意事項・制限事項 
本関数は、通信停止状態にある下位通信ソフトウェアのみを通常動作状態に遷移させる。

１つでも遷移に成功した場合、戻り値は起動成功となる。 
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４．２．４ ClcSetTrouble  

 
（１） 名称 
障害通知関数 

（２） 機能 
アプリケーションソフトウェア及びECHONET通信処理部の障害（異常）状態をプロト
コル差異吸収処理へ通知する。 

（３） 構文 
BOOL ClcSetTrouble（ 
 char  htrouble_no  /*[IN]  上位レイヤトラブル番号 */ 
） 

（４） 説明 
htrouble_no ：トラブル番号。 
   －１ トラブル解消 
    １ アプリケーションソフトウェア異常 
    ２ ECHONET通信処理部異常 

（５） 戻り値 
０： 通知受理失敗 
１： 通知受理成功 

（６） 使用する構造体 
無し。 

（７） 注意事項・制限事項 
異常が通知されている間は、プロトコル差異吸収処理部では以下の動作を行う。 
・ 電文受信時処理 
下位通信ソフトウェアに対し、上位層の動作異常を通知後は、電文受信処理を行

わないか、或いは受信電文を廃棄する。 
・ ECHOENT通信制御処理部からの電文送信要求 
エラーリターンする。 
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４．２．５ ClcStart 

 
（１） 名称 
ウォームスタート要求関数 

（２） 機能 
存在する全下位通信ソフトウェア、および対応するプロトコル差異吸収処理部のMACア
ドレスを保持しての初期化（ウォームスタート）を要求する。この要求を受けたプロトコ

ル差異吸収処理部は、ウォームスタート可能な状態にある全ての下位通信ソフトウェアを

ウォームスタートし、通信停止状態に遷移させる。 
（３） 構文 

BOOL ClcStart（ void ） 
（４） 説明 
特記無し。 

（５） 戻り値 
０： 要求失敗 
１： 要求成功 

（６） 使用する構造体 
無し。 

（７） 注意事項・制限事項 
本関数は、すでに全ての下位通信ソフトウェアがコールドスタート状態、またはウォーム

スタート状態にある場合は、要求失敗を戻り値とする。 
本要求を受けた時、プロトコル差異吸収処理部は以下の処理を行う。 
・ 送受信バッファのクリア 
・ 上位レイヤト障害設定のリセット 
・ 各種ステータス・ワーク領域のリセット 
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４．２．６ ClcSuspend 

 
（１） 名称 
一次停止要求関数 

（２） 機能 
存在する全下位通信ソフトウェア、および対応するプロトコル差異吸収処理部の一時停止

を要求する。この要求を受けたプロトコル差異吸収処理部は、一時停止状態に遷移可能な

全ての下位通信ソフトウェアを一時停止状態に遷移させる。 
（３） 構文 

BOOL ClcSuspend（void） 
（４） 説明 
特記無し。 

（５） 戻り値 
０： 一時停止失敗 
１： 一時停止成功 

（６） 使用する構造体 
無し。 

（７） 注意事項・制限事項 
本関数は、全ての下位通信ソフトウェアが通常動作以外の状態にあるときは、一時停止失

敗を戻り値とする。 
下位通信ソフトウェア、プロトコル差異吸収処理部は、本要求を受けた時に電文送信途中

であれば、一連の送信処理を終了し、一時停止状態に遷移する。また、電文の受信途中で

あれば、受信電文を廃棄し、処理を終了する。 
一時停止中には以下の動作を行う。 
・ 電文の受信 
行わない。 

・ ECHONET通信制御処理部からの電文送信要求 
エラーリターンする。 
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４．２．７ ClcWakeUp 

 
（１） 名称 
動作再開要求関数。 

（２） 機能 
存在する全下位通信ソフトウェア、および対応するプロトコル差異吸収処理部の一時停止

解除を要求する。この要求を受けたプロトコル差異吸収処理部は、全ての一時停止状態に

ある下位通信ソフトウェアを一時停止状態に遷移させる。 
（３） 構文 

BOOL ClcWakeUp（void） 
（４） 説明 
特記無し。 

（５） 戻り値 
０： 再開失敗 
１： 再開成功 

（６） 使用する構造体 
無し。 

（７） 注意事項・制限事項 
本関数は、全ての下位通信ソフトウェアが一時停止状態以外の状態にあるときは、再開失

敗を戻り値とする。 
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４．２．８ ClcGetProData 

 
（１） 名称 
プロトコル差異吸収処理部プロファイルデータ取得要求関数 

（２） 機能 
プロトコル差異吸収処理部の、プロファイルデータを取得する。本関数にて要求するプロ

ファイルデータは、第2部にて規定されているプロトコル差異吸収処理部プロファイルク
ラスのプロパティに関する情報の中の静的な情報に関するものである。 

（３） 構文 
BOOL ClcGetProData（ 
 CLC_PRO_DATA  *pro_data, /*[OUT] プロファイルデータへのポインタ*/ 
） 

（４） 説明 
*pro_data ：プロトコル差異吸収処理部のプロファイルデータへのポインタ。 

（５） 戻り値 
０： 取得失敗 
１： 取得成功 

（６） 使用する構造体 
typedef strut { 

unsigned char ver[3];  /* プロトコル差異吸収処理部バージョンNo. */ 
unsinged char maker[3]; /* メーカコード */ 
short  slen;  /* 送信可能電文長 */ 
short  rlen;  /* 受信可能電文長 */ 

} CLC_PRO_DATA 
（７） 注意事項・制限事項 
特記無し。 
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４．２．９ ClcGetStatus  

 
（１） 名称 
プロトコル差異吸収処理部ステータスデータ取得要求関数 

（２） 機能 
プロトコル差異吸収処理部の、ステータスデータを要求する。本機能にて取得できるステ

ータスデータは、保持している異常状態や動作モードといった動的情報である。 
（３） 構文 

BOOL ClcGetStatus（ 
 CLC_STATUS *status /*[OUT]  プロトコル差異吸収処理部のステータス */ 
） 

（４） 説明 
status ：プロトコル差異吸収処理部のステータスが返される。 

（５） 戻り値 
０： 取得失敗 
１： 取得成功 

（６） 使用する構造体 
typedef strut { 
 char  upper_trouble; /* 上位レイヤ障害コード(0～127) 

 障害無し及びトラブル解消時は(0) */ 
char  clc_mode; /* 動作モードコード 

 通常動作時は(0)  
 メンテナンス等テストモード時は(1) 
 モニタモード時は(2) */ 

} CLC_STATUS; 
（７） 注意事項・制限事項 
特記無し。 
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４．２．１０ ClcInitAll 

 
（１） 名称 
完全初期化要求関数 

（２） 機能 
存在する全下位通信ソフトウェア、および対応するプロトコル差異吸収処理部のハウスコ

ード情報、MAC アドレス再取得を伴う初期化（コールドスタート）を要求する。この要
求を受けたプロトコル差異吸収処理部は、コールドスタート可能な状態にある全ての下位

通信ソフトウェアをコールドスタートし、通信停止状態に遷移させた後、初期化パラメー

タにて自身を初期化する。 
（３） 構文 

BOOL ClcInitAll（ 
 CLC_INIT_DATA  *init_data /*[IN] 初期化パラメータへのポインタ  */ 
） 

（４） 説明 
*init_data ：プロトコル差異吸収処理部の初期化パラメータへのポインタ。 

（５） 戻り値 
０： 初期化失敗 
１： 初期化成功 

（６） 使用する構造体 
typedef strut { 
short sbuf_len;  /* 送信バッファサイズ */ 
short *sbuf;  /* 送信バッファへのポインタ */ 
short rbuf_len;  /* 受信バッファサイズ */ 
short *rbuf  /* 受信バッファへのポインタ */ 
short sholdtime,  /* プロトコル差異処理部送信電文最長保持時間情報 */ 
short rholdtime,  /* プロトコル差異処理部受信電文最長保持時間情報 */ 
unsigned char clc_mode,  /* 動作モード指定  

0x00 通常動作モード。 
0x01 テスト・メンテナンスモード(詳細は、特
に規定しない) */ 

} CLC_INIT_DATA 
（７） 注意事項・制限事項 
本関数は、すでに全ての下位通信ソフトウェアがコールドスタート状態、またはウォーム

スタート状態、通信停止状態にある場合は、初期化失敗を戻り値とする。 
ハウスコード情報を使用しない下位通信ソフトウェアはに対しては、初期化要求と同じ処

理となる。 
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４．２．１１ ClcStop 

 
（１） 名称 
通信停止要求関数 

（２） 機能 
存在する全下位通信ソフトウェア、および対応するプロトコル差異吸収処理部の通信停止

を要求する。この要求を受けたプロトコル差異吸収処理部は、通信停止状態に遷移可能な

全ての下位通信ソフトウェアを通信停止状態に遷移させる。 
（３） 構文 

BOOL ClcStop（void） 
（４） 説明 
特記無し。 

（５） 戻り値 
０： 停止失敗 
１： 停止成功 

（６） 使用する構造体 
無し。 

（７） 注意事項・制限事項 
本関数は、全ての下位通信ソフトウェアが通常動作以外の状態にあるときは、停止失敗を

戻り値とする。 
下位通信ソフトウェア、プロトコル差異吸収処理部は、本要求を受けた時に電文送信途中

であれば、一連の送信処理を終了し、通信停止状態に遷移する。また、電文の受信途中で

あれば、受信電文を廃棄し、処理を終了する。 
通信停止中には以下の動作を行う。 
・ 電文の受信 
行わない。 

・ ECHONET通信制御処理部からの送信要求 
エラーリターンする。 
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４．２．１２ ClcHalt 

 
（１） 名称 
完全停止要求関数 

（２） 機能 
存在する全下位通信ソフトウェア、および対応するプロトコル差異吸収処理部の完全停止

を要求する。この要求を受けたプロトコル差異吸収処理部は、停止状態に遷移可能な全て

の下位通信ソフトウェアを停止状態に遷移させる。 
（３） 構文 

BOOL ClcHalt（void） 
（４） 説明 
特記無し。 

（５） 戻り値 
０： 停止失敗 
１： 停止成功 

（６） 使用する構造体 
無し。 

（７） 注意事項・制限事項 
本関数は、全ての下位通信ソフトウェアがコールドスタート状態、ウォームスタート状態

以外の状態にあるときは、停止失敗を戻り値とする。 
下位通信ソフトウェア、プロトコル差異吸収処理部は、本要求を受けた時に電文送信途中

であれば、一連の送信処理を終了し、通信停止状態に遷移する。また、電文の受信途中で

あれば、受信電文を廃棄し、処理を終了する。 
通信停止中には以下の動作を行う。 
・ 電文の受信 
行わない。 

・ ECHONET通信制御処理部からの送信要求 
エラーリターンする。 
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４．２．１３ ClcLowInit 

 
（１） 名称 
下位通信ソフトウェア初期化要求関数 

（２） 機能 
指定した下位通信ソフトウェア、および対応するプロトコル差異吸収処理部のMACアド
レス再取得を伴う初期化（コールドスタート）を要求する。この要求を受けたプロトコル

差異吸収処理部は、指定された下位通信ソフトウェアをコールドスタートし、通信停止状

態に遷移させた後、初期化パラメータにて自身を初期化する。 
（３） 構文 

BOOL ClcLowInit（ 
 unsigned char device_id, /*[IN] 初期化対象下位通信ソフトウェアID */ 
 CLC_INIT_DATA  *clcinit_data /*[IN] 初期化パラメータへのポインタ(1)  */ 
 LOW_INIT_DATA  *lowinit_data, /*[IN] 初期化パラメータへのポインタ(2) */ 

void  *low_init  /*[IN]  初期化パラメータへのポインタ(3) */ 
） 

（４） 説明 
device_id ：初期化対象下位通信ソフトウェア識別情報。 

電灯線a,d方式 0x11～0x1F 
   特定小電力無線 0x31～0x3F 
   拡張HBS 0x41～0x4F 
   IrDA_Control 0x51～0x5F 
   LonTalk○R  0x61～0x6F 

   Bluetooth® 0x71～0x7F 
   Ethernet 0x81～0x8F 
   IEEE802.11,11b 0x91～0x9F 
   電灯線ｃ方式 0xA1 
   IPv6/Ethernet 0xB1 
   IPv6/6LoWPAN 0xB2 
 
*clcinit_data ：プロトコル差異吸収処理部の初期化パラメータへのポインタ。 
*lowinit_data ：下位通信ソフトウェア共通規定項目の初期化パラメータへのポインタ。 
*low_init ：個々の下位通信ソフトウェア毎に異なる初期化パラメータへのポイン 

タ。パラメータ内容は、個別下位通信ソフトウェア毎に規定する。 
（５） 戻り値 
０： 初期化失敗 
１： 初期化成功 
 

（６） 使用する構造体 
typedef strut { 
 short  sbuf_len;  /* 送信バッファサイズ */ 
 short  *sbuf;  /* 送信バッファへのポインタ */ 
 short  rbuf_len;  /* 受信バッファサイズ */ 
 short  *rbuf  /* 受信バッファへのポインタ */ 
 short  sholdtime, /* プロトコル差異 送信電文最長保持時間情報 */ 
 short  rholdtime, /* プロトコル差異 受信電文最長保持時間情報 */ 

unsigned char clc_mode, /* プロトコル差異吸収処理部の動作モード指定*/ 
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      0x00 通常動作モード 
       0x01 テスト・メンテナンスモード 

（詳細は、特に規定しない。） 
 

} CLC_INIT_DATA 
 
typedef strut { 
 short  sfholdtime, /* 下位通信ソフト 送信電文最長保持時間情報 */ 
 short  rfholdtime, /* 下位通信ソフト 受信電文最長保持時間情報 */ 

unsigned char low_mode, /* 動作モード指定 */ 
short  mac_len,  /* Macアドレス長 */ 
unsigned char mac_ad[7], /* Macアドレス */ 

} LOW_INIT_DATA 
 

※mac_ad[7]以外は、特に初期化データが無い場合には、NULLを設 
定する。 
※mac_ad[7]は、mac_lenがNULL設定の場合には、意味が無いもの 
とする。（mac_lenがNULLの場合には、Macアドレス設定無しと
する。） 

（７） 注意事項・制限事項 
本関数は、対象となる下位通信ソフトウェアがコールドスタート状態、またはウォームス

タート状態にある場合は、初期化失敗を戻り値とする。 
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４．２．１４ ClcLowRequestRun 

 
（１） 名称 
下位通信ソフトウェア動作開始要求関数 

（２） 機能 
指定する通信ソフトウェア、および対応するプロトコル差異吸収処理部の動作開始を要求

する。この要求を受けたプロトコル差異吸収処理部は、指定された下位通信ソフトウェア

を通常動作状態に遷移させる。 
（３） 構文 

BOOL ClcLowRequestRun（ 
 unsigned char device_id, /*[IN] 動作開始対象下位通信ソフトウェアID */ 
) 

（４） 説明 
device_id ：動作開始対象下位通信ソフトウェア識別情報。 

電灯線a,d方式 0x11～0x1F 
   特定小電力無線 0x31～0x3F 
   拡張HBS 0x41～0x4F 
   IrDA_Control 0x51～0x5F 
   LonTalk○R  0x61～0x6F 

   Bluetooth® 0x71～0x7F 
   Ethernet 0x81～0x8F 
   IEEE802.11,11b 0x91～0x9F 
   電灯線ｃ方式 0xA1 
   IPv6/Ethernet 0xB1 
   IPv6/6LoWPAN 0xB2 
 

（５） 戻り値 
０： 起動失敗 
１： 起動成功 

（６） 使用する構造体 
無し。 

（７） 注意事項・制限事項 
本関数は、指定した下位通信ソフトウェアが通信停止状態にない場合は、戻り値を起動失

敗とする。 
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４．２．１５ ClcLowStart 

 
（１） 名称 
下位通信ソフトウェアウォームスタート要求関数 

（２） 機能 
指定した下位通信ソフトウェアのMACアドレスを保持しての初期化（ウォームスタート）
を要求する。この要求を受けたプロトコル差異吸収処理部は、指定された下位通信ソフト

ウェアをウォームスタートし、通信停止状態に遷移させる。 
（３） 構文 

BOOL ClcLowStart（ 
 unsigned char device_id,  /*[IN] ウォームスタート対象 

下位通信ソフトウェアID */ 
） 

（４） 説明 
device_id ：ウォームスタート対象下位通信ソフトウェア識別情報。 

 
電灯線a,d方式 0x11～0x1F 

   特定小電力無線 0x31～0x3F 
   拡張HBS 0x41～0x4F 
   IrDA_Control 0x51～0x5F 
   LonTalk○R  0x61～0x6F 

   Bluetooth® 0x71～0x7F 
   Ethernet 0x81～0x8F 
   IEEE802.11,11b 0x91～0x9F 

電灯線ｃ方式 0xA1 
   IPv6/Ethernet 0xB1 

IPv6/6LoWPAN 0xB2 
（５） 戻り値 
０： 要求失敗 
１： 要求成功 

（６） 使用する構造体 
無し。 

（７） 注意事項・制限事項 
本関数は、対象となる下位通信ソフトウェアがコールドスタート状態、またはウォームス

タート状態にある場合は、要求失敗を戻り値とする。 
本要求を受けた時、指定された下位通信ソフトウェアに対応するプロトコル差異吸収処理

部は以下の処理を行う。 
・ 送受信バッファのクリア 
・ 上位レイヤト障害設定のリセット 
・ 各種ステータス・ワーク領域のリセット 
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４．２．１６ ClcLowSuspend 

 
（１） 名称 
下位通信ソフトウェア一時停止要求関数 

（２） 機能 
指定する下位通信ソフトウェア、および対応するプロトコル差異吸収処理部の一時停止を

要求する。この要求を受けたプロトコル差異吸収処理部は、指定された下位通信ソフトウ

ェアを一時停止状態に遷移させる。 
（３） 構文 

BOOL ClcLowSuspend（ 
 unsigned char device_id  /*[IN] 一時停止対象下位通信ソフトウェアID */ 
） 

（４） 説明 
device_id ：一時停止対象下位通信ソフトウェア識別情報。 

 
電灯線a,d方式 0x11～0x1F 

   特定小電力無線 0x31～0x3F 
   拡張HBS 0x41～0x4F 
   IrDA_Control 0x51～0x5F 
   LonTalk○R  0x61～0x6F 

   Bluetooth® 0x71～0x7F 
   Ethernet 0x81～0x8F 
   IEEE802.11,11b 0x91～0x9F 

電灯線ｃ方式 0xA1 
   IPv6/Ethernet 0xB1 
   IPv6/6LoWPAN 0xB2 

 
（５） 戻り値 
０： 一時停止失敗 
１： 一時停止成功 

（６） 使用する構造体 
無し。 

（７） 注意事項・制限事項 
本関数は、指定された下位通信ソフトウェアが通常動作以外の状態にあるときは、一時停

止失敗を戻り値とする。 
指定された下位通信ソフトウェア、プロトコル差異吸収処理部は、本要求を受けた時に電

文送信途中であれば、一連の送信処理を終了し、一時停止状態に遷移する。また、電文の

受信途中であれば、受信電文を廃棄し、処理を終了する。 
一時停止中には以下の動作を行う。 
・ 電文の受信 
行わない。 

・ ECHONET通信制御処理部からの送信要求 
エラーリターンする。 
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４．２．１７ ClcLowWakeUp 

 
（１） 名称 
下位通信ソフトウェア動作再開要求関数。 

（２） 機能 
指定する下位通信ソフトウェア、および対応するプロトコル差異吸収処理部の一時停止解

除を要求する。この要求を受けたプロトコル差異吸収処理部は、指定された下位通信ソフ

トウェアを通常動作状態に遷移させる。 
（３） 構文 

BOOL ClcLowWakeUp（ 
 unsigned char device_id  /*[IN] 動作再開対象下位通信ソフトウェアID */ 
） 

（４） 説明 
device_id ：動作再開対象下位通信ソフトウェア識別情報。 

 
電灯線a,d方式 0x11～0x1F 

   特定小電力無線 0x31～0x3F 
   拡張HBS 0x41～0x4F 
   IrDA_Control 0x51～0x5F 
   LonTalk○R  0x61～0x6F 

   Bluetooth® 0x71～0x7F 
   Ethernet 0x81～0x8F 
   IEEE802.11,11b 0x91～0x9F 

電灯線ｃ方式 0xA1 
   IPv6/Ethernet 0xB1 
   IPv6/6LoWPAN 0xB2 

 
（５） 戻り値 
０： 再開失敗 
１： 再開成功 

（６） 使用する構造体 
無し。 

（７） 注意事項・制限事項 
本関数は、指定された下位通信ソフトウェアが一時停止状態以外の状態にあるときは、再

開失敗を戻り値とする。 
 



 

 ４-２３

© 2000（2011）  ECHONET CONSORTIUM  ALL RIGHTS RESERVED

ECHONET SPECIFICATION 
第５部 ECHONET 共通下位通信インタフェース仕様 
第４章 レベル２ECHONET 共通下位通信インタフェース仕様 

Date：Jun. 30, 2011
     Version 4.00

CONFIDENTIAL
ECHONET CONSORTIUM

 

４．２．１８ ClcGetLowProData 

 
（１） 名称 
下位通信ソフトウェアプロファイルデータ取得要求関数 

（２） 機能 
指定した下位通信ソフトウェアのプロファイルデータを取得する。本関数にて要求するプ

ロファイルデータは、ソフトウェア開発メーカ名やバージョンNo.等の下位通信ソフトウ
ェアプロファイルクラスのプロパティ値情報である。 

（３） 構文 
BOOL ClcGetLowProData（ 
 unsigned char device_id,  /*[IN] 下位通信ソフトウェアID */ 
 LOW_PRO_DATA  *pro_data, /*[OUT] プロファイルデータ*/ 
） 

（４） 説明 
device_id ：プロファイルデータ取得対象下位通信ソフトウェア識別情報。 

 
電灯線a,d方式 0x11～0x1F 

   特定小電力無線 0x31～0x3F 
   拡張HBS 0x41～0x4F 
   IrDA_Control 0x51～0x5F 
   LonTalk○R  0x61～0x6F 

   Bluetooth® 0x71～0x7F 
   Ethernet 0x81～0x8F 
   IEEE802.11,11b 0x91～0x9F 

電灯線ｃ方式 0xA1 
   IPv6/Ethernet 0xB1 
   IPv6/6LoWPAN 0xB2 
 
*pro_data ：指定された下位通信ソフトウェアのプロファイルデータ構造体へのポ 

インタ。 
（５） 戻り値 
０： 取得失敗 
１： 取得成功 

（６） 使用する構造体 
typedef struct { 

unsigned char ver[3];  /* 下位通信ソフトウェアバージョンNo. */ 
unsinged char maker[3]; /* メーカコード */ 
short  mac_len ; /* MACアドレス長（ビット長） */ 
unsigned char mac_ad[6]; /* MACアドレス */ 
unsigned char mac_mask[6]; /* MACアドレスマスク値 */ 
short  house_len; /* ハウスコード長（ビット長） */ 
short  *housecode; /* ハウスコード情報へのポインタ */ 
short  slen;  /* 送信可能電文長 */ 
short  rlen;  /* 受信可能電文長 */ 
short  broad;  /* 同報機能の有無(０：機能無、１：機能有) */ 
short  baud;  /* 伝送レート */ 

} LOW_PRO_DATA 
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（７） 注意事項・制限事項 
特記無し。 
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４．２．１９ ClcGetLowStatus 

 
（１） 名称 
下位通信ソフトウェアステータスデータ取得要求関数 

（２） 機能 
指定した下位通信ソフトウェアの、ステータスデータを要求する。本関数にて取得できる

ステータスデータは、保持している異常状態や動作モードといった動的情報である。 
（３） 構文 

BOOL ClcGetLowStatus（ 
 unsigned char device_id, /*[IN] 下位通信ソフトウェアID */ 
 LOW_STATUS *status /*[OUT]  下位通信ソフトウェアのステータス */ 
） 

（４） 説明 
device_id ：ステータス取得対象下位通信ソフトウェア識別情報。 

 
電灯線a,d方式 0x11～0x1F 

   特定小電力無線 0x31～0x3F 
   拡張HBS 0x41～0x4F 
   IrDA_Control 0x51～0x5F 
   LonTalk○R  0x61～0x6F 

   Bluetooth® 0x71～0x7F 
   Ethernet 0x81～0x8F 
   IEEE802.11,11b 0x91～0x9F 

電灯線ｃ方式 0xA1 
   IPv6/Ethernet 0xB1 

IPv6/6LoWPAN 0xB2 
 
*status ：下位通信ソフトウェアステータスデータ構造体へのポインタ。 

（５） 戻り値 
０： 取得失敗 
１： 取得成功 

（６） 使用する構造体 
typedef struct { 
 char upper_trouble; /* 上位レイヤ障害コード(0～127) 

 障害無し及びトラブル解消時は(0) */ 
char low_trouble; /* 下位通信ソフトウェア部障害コード(0～127) 

 障害無し及びトラブル解消時は(0) */ 
char low_mode; /* 動作モードコード 

 通常動作時   ：0  
 メンテナンス等テストモード時 ：1 
 モニタモード時   ：2 */ 

short state;  /* 下位通信ソフトウェア部状態 
 LOW_STS_STOP ：0 停止状態 
 LOW_STS_INI ：1 コールドスタート状態 
 LOW_STS_RUN ：2 通常動作状態 
 LOW_STS_ESTOP ：3 エラー停止状態 
 LOW_STS_RST ：4 ウォームスタート状態 
 LOW_STS_CSTOP ：5 通信停止状態 
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 LOW_STS_SPD ：6 一時停止状態 
 */ 

} LOW_STATUS; 
（７） 注意事項・制限事項 
特記無し。 
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４．２．２０ ClcSendData 

 
（１） 名称 
電文送信関数 

（２） 機能 
指定した下位通信ソフトウェアを使用して、ECHONET電文を送信することを要求する。
指定された下位通信ソフトウェアに対応するプロトコル差異吸収処理部は、下位通信ソフ

トウェアの仕様に従った電文を作成し、下位通信ソフトウェアに対してその電文送信を要

求する。 
（３） 構文 

short  ClcSendData（ 
 unsigned char device_id,  /*[IN] 下位通信ソフトウェアID */ 
 const unsigned char *buf,  /*[IN] 送信データへのポインタ */ 
 short snd_sz,   /*[IN] 送信データサイズ */ 
 unsigned char dnode_id,  /*[IN] 送信先NodeID */ 
 unsigned char broad,  /*[IN] 同報指定情報 */ 
） 

（４） 説明 
device_id ：電文送信対象下位通信ソフトウェア識別情報。 

 
電灯線a,d方式 0x11～0x1F 

   特定小電力無線 0x31～0x3F 
   拡張HBS 0x41～0x4F 
   IrDA_Control 0x51～0x5F 
   LonTalk○R  0x61～0x6F 

   Bluetooth® 0x71～0x7F 
   Ethernet 0x81～0x8F 
   IEEE802.11,11b 0x91～0x9F 

電灯線ｃ方式 0xA1 
   IPv6/Ethernet 0xB1 

IPv6/6LoWPAN 0xB2 
 
*buf  ：送信するECHONET電文へのポインタを指定する。ここで渡される 

ECHONET 電文は、第 2 部４．２節で規定されている ECHONET
通信処理部間でやり取りされるものである。 

snd_sz  ：送信データサイズ（送信ECHONET電文のサイズ）を指定する。 
dnode_id ：自サブネット内送信先NodeIDを指定する。 

 同報指定情報（broad）が0x00の場合、デフォルトルータのノ 
ード ID、または適切な経路上にあるルータのNodeIDを指定す 
る。同報指定情報（broad）が0xFFの場合、0xFFもしくは該
当する同報対象指定コードを指定する。 

broad  ：同報指定を行う。  
   0x00：同報指定無し、あるいは指定サブネット内一斉同報 
 0xFF：ドメイン内一斉同報、あるいは自サブネット内一斉指定 



 

 ４-２８

© 2000（2011）  ECHONET CONSORTIUM  ALL RIGHTS RESERVED

ECHONET SPECIFICATION 
第５部 ECHONET 共通下位通信インタフェース仕様 
第４章 レベル２ECHONET 共通下位通信インタフェース仕様 

Date：Jun. 30, 2011
     Version 4.00

CONFIDENTIAL
ECHONET CONSORTIUM

（５） 戻り値 
CLC_BUFFER_FULL  ：0 バッファフルエラー 
CLC_NO_ERROR   ：1 送信受理 
CLC_BUFFER_SIZE_ERROR ：2 バッファサイズエラー 
CLC_STATE_ERROR  ：3 下位通信ソフトウェア内部エラー 
CLC_ADAPTER_ERROR   ：4      機器アダプタ処理失敗 
 

（６） 使用する構造体 
無し。 

 
（７） 注意事項・制限事項 
本関数は、指定された下位通信ソフトウェアが通常動作状態にない場合は、下位通信ソフ

トウェア内部エラーを戻り値とする。 
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４．２．２１ ClcGetSendResult 

 
（１） 名称 
送信結果取得関数 

（２） 機能 
指定した下位通信ソフトウェアが、電文送信関数（ClcSendData）に応じて最近に行った
ECHONET 電文の送信結果を要求する。指定された下位通信ソフトウェアに対応するプ
ロトコル差異吸収処理部は、下位通信ソフトウェアに送信結果を要求する。 

（３） 構文 
short ClcGetSendResult（ 
 unsigned char device_id,  /*[IN] 下位通信ソフトウェアID */ 
 unsigned char  *result  /*[OUT]  送信結果へのポインタ */ 
） 

（４） 説明 
device_id ：送信結果取得対象下位通信ソフトウェア識別情報。 

 
電灯線a,d方式 0x11～0x1F 

   特定小電力無線 0x31～0x3F 
   拡張HBS 0x41～0x4F 
   IrDA_Control 0x51～0x5F 
   LonTalk○R  0x61～0x6F 

   Bluetooth® 0x71～0x7F 
   Ethernet 0x81～0x8F 
   IEEE802.11,11b 0x91～0x9F 

電灯線ｃ方式 0xA1 
   IPv6/Ethernet 0xB1 
   IPv6/6LoWPAN 0xB2 
 
*result  ：送信結果へのポインタ 
    0x00：送信成功 

0x01：送信失敗 
0xFF：無応答 

（５） 戻り値 
CLC_CANCEL  ：0 送信中止時 
CLC_NO_ERROR  ：1 正常時 
CLC_NO_SENDEND ：2 送信中（送信未完了） 
CLC_INTERNAL_ERROR ：3 下位通信ソフトウェア内部エラー 
CLC_ADAPTER_ERROR  ：4      機器アダプタ処理失敗 
 

（６） 使用する構造体 
無し。 

（７） 注意事項・制限事項 
本関数は、指定された下位通信ソフトウェアが通常動作状態にない場合は、下位通信ソフ

トウェア内部エラーを戻り値とする。 
resultが意味を持つのは、戻り値が正常時（NO_ERROR）の場合のみである。 
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４．２．２２ ClcSendCancel 

 
（１） 名称 
送信中止要求関数 

（２） 機能 
指定した下位通信ソフトウェアが、電文送信関数（ClcSendData）に応じて行っている
ECHONET 電文の送信中心を要求する。指定された下位通信ソフトウェアに対応するプ
ロトコル差異吸収処理部は、下位通信ソフトウェアに送信中止を要求する。 

（３） 構文 
short ClcSendCancel（ 
 unsigned char device_id /*[IN] 下位通信ソフトウェアID */ 
) 

（４） 説明 
device_id ：送信中止要求対象下位通信ソフトウェア識別情報。 

 
電灯線a,d方式 0x11～0x1F 

   特定小電力無線 0x31～0x3F 
   拡張HBS 0x41～0x4F 
   IrDA_Control 0x51～0x5F 
   LonTalk○R  0x61～0x6F 

   Bluetooth® 0x71～0x7F 
   Ethernet 0x81～0x8F 
   IEEE802.11,11b 0x91～0x9F 

電灯線ｃ方式 0xA1 
   IPv6/Ethernet 0xB1 

IPv6/6LoWPAN 0xB2 
 

（５） 戻り値 
CLC_CANCEL  ：0 送信済みにより中止処理実行無し 
CLC_NO_ERROR  ：1 正常時 
CLC_INTERNAL_ERROR ：3 下位通信ソフトウェア内部エラー 
CLC_ADAPTER_ERROR  ：4      機器アダプタ処理失敗 

（６） 使用する構造体 
無し。 

（７） 注意事項・制限事項 
本関数は、指定された下位通信ソフトウェアが通常動作状態にない場合は、下位通信ソフ

トウェア内部エラーを戻り値とする。 
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４．２．２３ ClcReceiveData 

 
（１） 名称 
受信電文要求関数。 

（２） 機能 
指定した下位通信ソフトウェアが保持している、受信ECHONET電文を要求する。指定
された下位通信ソフトウェアに対応するプロトコル差異吸収処理部は、下位通信ソフトウ

ェアに対して受信している電文を要求する。 
（３） 構文 

short ClcReceiveData（ 
 unsigned char device_id, /*[IN] 下位通信ソフトウェアID */ 
 unsigned char *buf, /*[IN]  受信バッファへのポインタ */ 
 short  buf_sz  /*[IN]  受信バッファサイズ */ 
 short  *rcv_cz  /*[OUT]  受信データサイズ */ 
 unsigned char  *snode_id /*[OUT] 送信元NodeID */ 
） 

（４） 説明 
device_id ：受信電文要求対象下位通信ソフトウェア識別情報。 

電灯線a,d方式 0x11～0x1F 
   特定小電力無線 0x31～0x3F 
   拡張HBS 0x41～0x4F 
   IrDA_Control 0x51～0x5F 
   LonTalk○R  0x61～0x6F 

   Bluetooth® 0x71～0x7F 
   Ethernet 0x81～0x8F 
   IEEE802.11,11b 0x91～0x9F 

電灯線ｃ方式 0xA1 
   IPv6/Ethernet 0xB1 
   IPv6/6LoWPAN 0xB2 
 
*buf  ：受信バッファへのポインタを指定する。 
buf_sz  ：受信バッファのサイズを指定する。 
rcv_sz  ：受信データのサイズが返される。 
snode_id ：自サブネット内での送信元NodeIDが返される。他サブネットから送 

信された場合、ルータのNodeIDとなる。 
（５） 戻り値 

CLC_NO_RECEIVE  ：0 受信データ無し 
CLC_NO_ERROR   ：1 正常時（受信データ有り） 
CLC_BUFFER_SIZE_ERROR ：2 バッファサイズエラー 
CLC_INTERNAL_ERROR  ：3 下位通信ソフトウェア内部エラー 

（６） 使用する構造体 
無し。 

（７） 注意事項・制限事項 
本関数は、指定された下位通信ソフトウェアが通常動作状態にない場合は、下位通信ソフ

トウェア内部エラーを戻り値とする。 
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４．２．２４ ClcGetNodeID  

 
（１） 名称 

NodeID取得要求関数 
（２） 機能 
指定した下位通信ソフトウェアに対応するプロトコル差異吸収処理部が保持している

NodeID情報を要求する。 
（３） 構文 

BOOL ClcGetNodeID（ 
 unsigned char device_id,  /*[IN] 下位通信ソフトウェアID */ 
 unsigned char  *node_id,  /*[OUT]  NodeID */ 
） 

（４） 説明 
device_id ：NodeID情報取得対象下位通信ソフトウェア識別情報。 

 
電灯線a,d方式 0x11～0x1F 

   特定小電力無線 0x31～0x3F 
   拡張HBS 0x41～0x4F 
   IrDA_Control 0x51～0x5F 
   LonTalk○R  0x61～0x6F 

   Bluetooth® 0x71～0x7F 
   Ethernet 0x81～0x8F 
   IEEE802.11,11b 0x91～0x9F 

電灯線ｃ方式 0xA1 
   IPv6/Ethernet 0xB1 
   IPv6/6LoWPAN 0xB2 
 
node_id  ：NodeIDコード。 

（５） 戻り値 
０： NodeID取得失敗 
１： NodeID取得成功 

（６） 使用する構造体 
無し。 

（７） 注意事項・制限事項 
保持しているNodeIDがない場合、本関数の戻り値は、NodeID取得失敗となる。 
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４．２．２５ ClcSetNodeID 

 
（１） 名称 

NodeID設定要求関数 
（２） 機能 
指定した下位通信ソフトウェアに対応するプロトコル差異吸収処理部が保持している

NodeID情報を更新する。 
（３） 構文 

short ClcSetNodeID（ 
 unsigned char device_id,  /*[IN] 下位通信ソフトウェアID */ 
 unsigned char  node_id  /*[IN] NodeID情報 */ 
） 

（４） 説明 
プロトコル差異吸収処理部にて認識している下位通信ソフトウェアに対応するNodeIDを
設定する。 
device_id ：NodeID情報設定対象下位通信ソフトウェア識別情報。 

 
電灯線a,d方式 0x11～0x1F 

   特定小電力無線 0x31～0x3F 
   拡張HBS 0x41～0x4F 
   IrDA_Control 0x51～0x5F 
   LonTalk○R  0x61～0x6F 

   Bluetooth® 0x71～0x7F 
   Ethernet 0x81～0x8F 
   IEEE802.11,11b 0x91～0x9F 

電灯線ｃ方式 0xA1 
   IPv6/Ethernet 0xB1 
   IPv6/6LoWPAN 0xB2 
 
node_id  ：NodeIDコード。 

（５） 戻り値 
CLC_NO_CHEANGE ：0 ソフトウェアでは変更不可 
CLC_NO_ERROR  ：1 正常時 
CLC_INTERNAL_ERROR ：3 下位通信ソフトウェア内部エラー 

（６） 使用する構造体 
無し。 

（７） 注意事項・制限事項 
NodeIDを更新したプロトコル差異吸収処理部は、対応する下位通信ソフトウェアのMAC
アドレスを更新したNodeIDの値に応じて更新する。 



 

 ４-３４

© 2000（2011）  ECHONET CONSORTIUM  ALL RIGHTS RESERVED

ECHONET SPECIFICATION 
第５部 ECHONET 共通下位通信インタフェース仕様 
第４章 レベル２ECHONET 共通下位通信インタフェース仕様 

Date：Jun. 30, 2011
     Version 4.00

CONFIDENTIAL
ECHONET CONSORTIUM

 

４．２．２６ ClcLowInitAll 

 
（１） 名称 
下位通信ソフトウェア完全初期化要求関数 

（２） 機能 
指定する下位通信ソフトウェア、および対応するプロトコル差異吸収処理部のハウスコー

ド情報、MAC アドレス再取得を伴う初期化（コールドスタート）を要求する。この要求
を受けたプロトコル差異吸収処理部は、指定された下位通信ソフトウェアをコールドスタ

ートし、通信停止状態に遷移させた後、初期化パラメータにて自身を初期化する。 
（３） 構文 

BOOL ClcLowInitAll（ 
 unsigned char device_id,  /*[IN] 下位通信ソフトウェアID */ 
 CLC_INIT_DATA  *init_data /*[IN] 初期化パラメータへのポインタ  */ 
 LOW_INIT_DATA  *lowinit_data, /*[IN] 初期化パラメータへのポインタ(2) */ 

void  *low_init  /*[IN]  初期化パラメータへのポインタ(3) */ 
） 

（４） 説明 
device_id ：完全初期化要求対象下位通信ソフトウェア識別情報。 

 
電灯線a,d方式 0x11～0x1F 

   特定小電力無線 0x31～0x3F 
   拡張HBS 0x41～0x4F 
   IrDA_Control 0x51～0x5F 
   LonTalk○R  0x61～0x6F 

   Bluetooth® 0x71～0x7F 
   Ethernet 0x81～0x8F 
   IEEE802.11,11b 0x91～0x9F 

電灯線ｃ方式 0xA1 
   IPv6/Ethernet 0xB1 
   IPv6/6LoWPAN 0xB2 
 
*init_data ：プロトコル差異吸収処理部の初期化パラメータへのポインタ。 
*lowinit_data ：下位通信ソフトウェア共通規定項目の初期化パラメータへのポインタ。 
*low_init ：個々の下位通信ソフトウェア毎に異なる初期化パラメータへのポイン 

タ。パラメータ内容は、個別下位通信ソフトウェア毎に規定する。 
（５） 戻り値 
０： 初期化失敗 
１： 初期化成功 
 

（６） 使用する構造体 
typedef strut { 
 short  sbuf_len;  /* 送信バッファサイズ */ 
 short  *sbuf;  /* 送信バッファへのポインタ */ 
 short  rbuf_len;  /* 受信バッファサイズ */ 
 short  *rbuf  /* 受信バッファへのポインタ */ 
 short  sholdtime, /* プロトコル差異 送信電文最長保持時間情報 */ 
 short  rholdtime, /* プロトコル差異 受信電文最長保持時間情報 */ 
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unsigned char clc_mode, /* プロトコル差異吸収処理部の動作モード指定*/ 
      0x00 通常動作モード 
       0x01 テスト・メンテナンスモード 

（詳細は、特に規定しない。） 
 

} CLC_INIT_DATA 
 
typedef strut { 
 short  sfholdtime, /* 下位通信ソフトウェア送信電文最長保持時間情報 */ 
 short  rfholdtime, /* 下位通信ソフトウェア受信電文最長保持時間情報 */ 

unsigned char low_mode, /* 動作モード指定 */ 
short  mac_len,  /* MACアドレス長 */ 
unsigned char mac_ad[7], /* MACアドレス */ 

} LOW_INIT_DATA 
 

※mac_ad[7]以外は、特に初期化データが無い場合には、NULLを設 
定する。 
※mac_ad[7]は、mac_lenがNULL設定の場合には、意味が無いもの 
とする。（mac_lenがNULLの場合には、MACアドレス設定無し
とする。） 

（７） 注意事項・制限事項 
本関数は、指定された下位通信ソフトウェアがコールドスタート状態、またはウォームス

タート状態、通信停止状態にある場合は、初期化失敗を戻り値とする。 
ハウスコード情報を使用しない下位通信ソフトウェアはに対しては、初期化要求と同じ処

理となる。 
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４．２．２７ ClcLowStop 

 
（１） 名称 
下位通信ソフトウェア通信停止要求関数 

（２） 機能 
指定する下位通信ソフトウェア、および対応するプロトコル差異吸収処理部の通信停止を

要求する。この要求を受けたプロトコル差異吸収処理部は、指定された下位通信ソフトウ

ェアを通信停止状態に遷移させる。 
（３） 構文 

BOOL ClcLowStop（ 
 unsigned char device_id  /*[IN]下位通信ソフトウェアID */ 
） 

（４） 説明 
device_id ：通信停止対象下位通信ソフトウェア識別情報。 
 

電灯線a,d方式 0x11～0x1F 
   特定小電力無線 0x31～0x3F 
   拡張HBS 0x41～0x4F 
   IrDA_Control 0x51～0x5F 
   LonTalk○R  0x61～0x6F 

   Bluetooth® 0x71～0x7F 
   Ethernet 0x81～0x8F 
   IEEE802.11,11b 0x91～0x9F 

電灯線ｃ方式 0xA1 
   IPv6/Ethernet 0xB1 
   IPv6/6LoWPAN 0xB2 
 

（５） 戻り値 
０： 通信停止失敗 
１： 通信停止成功 

（６） 使用する構造体 
無し。 

（７） 注意事項・制限事項 
本関数は、指定された下位通信ソフトウェアが通常動作以外の状態にあるときは、通信停

止失敗を戻り値とする。 
指定された下位通信ソフトウェア、プロトコル差異吸収処理部は、本要求を受けた時に電

文送信途中であれば、一連の送信処理を終了し、通信停止状態に遷移する。また、電文の

受信途中であれば、受信電文を廃棄し、処理を終了する。 
一時停止中には以下の動作を行う。 
・ 電文の受信 
行わない。 

・ ECHONET通信制御処理部からの電文送信要求 
エラーリターンする。 
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４．２．２８ ClcLowHalt 

 
（１） 名称 
下位通信ソフトウェア完全停止要求関数 

（２） 機能 
指定する下位通信ソフトウェア、および対応するプロトコル差異吸収処理部の完全停止を

要求する。この要求を受けたプロトコル差異吸収処理部は、指定された下位通信ソフトウ

ェアを停止状態に遷移させる。 
（３） 構文 

BOOL ClcLowHalt（ 
 unsigned char device_id  /*[IN]下位通信ソフトウェアID */ 
） 

（４） 説明 
device_id ：完全停止対象下位通信ソフトウェア識別情報。 

 
電灯線a,d方式 0x11～0x1F 

   特定小電力無線 0x31～0x3F 
   拡張HBS 0x41～0x4F 
   IrDA_Control 0x51～0x5F 
   LonTalk○R  0x61～0x6F 

   Bluetooth® 0x71～0x7F 
   Ethernet 0x81～0x8F 
   IEEE802.11,11b 0x91～0x9F 

電灯線ｃ方式 0xA1 
   IPv6/Ethernet 0xB1 
   IPv6/6LoWPAN 0xB2 
 

（５） 戻り値 
０： 完全停止失敗 
１： 完全停止成功 

（６） 使用する構造体 
無し。 

（７） 注意事項・制限事項 
本関数は、指定された下位通信ソフトウェアがコールドスタート状態、ウォームスタート

状態にあるときは、停止失敗を戻り値とする。 
下位通信ソフトウェア、プロトコル差異吸収処理部は、本要求を受けた時に電文送信途中

であれば、一連の送信処理を終了し、停止状態に遷移する。また、電文の受信途中であれ

ば、受信電文を廃棄し、処理を終了する。 
停止中には以下の動作を行う。 
・ 電文の受信 
行わない。 

・ ECHONET通信制御処理部からの電文送信要求 
エラーリターンする。 
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４．２．２９ ClcLowGetAddressTableDataSize 

 
（１） 名称 
下位通信ソフトウェアアドレステーブルデータサイズ取得関数 

（２） 機能 
下位通信ソフトウェアで保持している下位アドレステーブルデータの組数を取得する。 

（３） 構文 
BOOL ClcLowGetAddressTableDataSize（ 
 unsigned char device_id ,  /*[IN]   下位通信ソフトウェアID */ 
 unsigned char* data_number,  /*[OUT] 宛先の組数 */ 
） 

（４） 説明 
出力データはデータ組数のポインタからなる。 
device_id ：下位通信ソフトウェア識別情報。 

 
電灯線a,d方式 0x11～0x1F 

   特定小電力無線 0x31～0x3F 
   拡張HBS 0x41～0x4F 
   IrDA_Control 0x51～0x5F 
   LonTalk○R  0x61～0x6F 

   Bluetooth® 0x71～0x7F 
   Ethernet 0x81～0x8F 
   IEEE802.11,11b 0x91～0x9F 

電灯線ｃ方式 0xA1 
   IPv6/Ethernet 0xB1 
   IPv6/6LoWPAN 0xB2 
 
data_number ：下位アドレステーブルデータで保持しているアドレステーブルの組

数のポインタ。 
（５） 戻り値 
０： 異常時 
１： 正常時 

（６） 使用する構造体 
無し。 

（７） 注意事項・制限事項 
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４．２．３０ ClcLowGetAddressTableData 

 
（１） 名称 
下位通信ソフトウェアアドレステーブルデータ取得関数 

（２） 機能 
下位通信ソフトウェアで保持している下位アドレステーブルデータを取得する。 

（３） 構文 
BOOL ClcLowGetAddressTableData（ 
 unsigned char  device_id , /*[IN]   下位通信ソフトウェアID */ 
 unsigned char*  data_number, /*[IN/OUT] 宛先の組数 */ 
 ADDRESSTABLE* addresstable, /*[OUT] アドレステーブル構造体 */ 
） 

（４） 説明 
入力データ(data_number)は、ClcLowGetAddressTableDataSize で取得したアドレステーブルの組数
のポインタ。出力データは、実際に格納したアドレステーブルの組数と、各データ組のハードウェアア

ドレス、NodeID、及びマスタルータであることを示すフラグからなる構造体の配列データからなる。 
device_id ：下位通信ソフトウェア識別情報。 

 
電灯線a,d方式 0x11～0x1F 

   特定小電力無線 0x31～0x3F 
   拡張HBS 0x41～0x4F 
   IrDA_Control 0x51～0x5F 
   LonTalk○R  0x61～0x6F 

   Bluetooth® 0x71～0x7F 
   Ethernet 0x81～0x8F 
   IEEE802.11,11b 0x91～0x9F 

電灯線ｃ方式 0xA1 
   IPv6/Ethernet 0xB1 
   IPv6/6LoWPAN 0xB2 
 
data_number ：下位アドレステーブルデータで保持しているアドレステーブルの組数

のポインタを示す。 
addresstable ：下位アドレステーブルデータで保持しているハードウェアアドレス、

NodeID、マスタルータであることを示すフラグを収容するアドレステ
ーブル構造体の配列の先頭ポインタ。 

（５） 戻り値 
０： 異常時 
１： 正常時 

（６） 使用する構造体 
typedef struct｛ 

unsigned char hardwareaddress_size; /* ハードウェアアドレスのデータサ
イズ */ 

unsigned char hardwareaddress[8]; /* ハードウェアアドレス。下位バイ
ト詰めで格納。*/ 

unsigned char node_id; /* NodeID */ 
unsigned char masterrouter_flag; /* 対応するノードがマスタルータで

あるか否かを示す識別子。マスタルー
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タであれば1、そうでなければ0。 */ 
} ADDRESSTABLE 

（７） 注意事項・制限事項 
無し。 
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４．２．３１ ClcLowSetMasterRouterFlag 

 
（１） 名称 
マスタルータ設定関数 

（２） 機能 
自ノードがマスタルータであるか否かを下位通信ソフトウェアに通知する。 

（３） 構文 
BOOL ClcLowSetMasterRouterFlag（ 
 unsigned char device_id ,  /*[IN] 下位通信ソフトウェアID */ 
 unsigned char masterRouter_Flag  /*[IN] マスタルータ識別フラグ */ 
） 

（４） 説明 
device_id ：下位通信ソフトウェア識別情報。 

 
電灯線a,d方式 0x11～0x1F 

   特定小電力無線 0x31～0x3F 
   拡張HBS 0x41～0x4F 
   IrDA_Control 0x51～0x5F 
   LonTalk○R  0x61～0x6F 

   Bluetooth® 0x71～0x7F 
   Ethernet 0x81～0x8F 
   IEEE802.11,11b 0x91～0x9F 

電灯線ｃ方式 0xA1 
   IPv6/Ethernet 0xB1 
   IPv6/6LoWPAN 0xB2 
 
masterRouter_Flag：マスタルータであれば1、そうでなければ0を指定する。 
 

（５） 戻り値 
０： 異常時 
１： 正常時 

（６） 使用する構造体 
無し。 

（７） 注意事項・制限事項 
無し。 
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４．２．３２ ClcLowGetHardwareAddress 

 
（１） 名称 
ハードウェアアドレスデータ取得関数 

（２） 機能 
下位通信ソフトウェアに対して保持しているハードウェアアドレスデータを取得する。 

（３） 構文 
BOOL ClcLowGetHardwareAddress（ 
 unsigned char device_id ,    /*[IN]   下位通信ソフトウェアID */ 
 unsigned char* hardwareaddresssize, /*[OUT] ハードウェアアドレスのサイズ*/ 
 unsigned char* hardwareaddress    /*[OUT] ハードウェアアドレス */ 
） 

（４） 説明 
出力データはハードウェアアドレスである。 
device_id ：下位通信ソフトウェア識別情報。 

 
電灯線a,d方式 0x11～0x1F 

   特定小電力無線 0x31～0x3F 
   拡張HBS 0x41～0x4F 
   IrDA_Control 0x51～0x5F 
   LonTalk○R  0x61～0x6F 

   Bluetooth® 0x71～0x7F 
   Ethernet 0x81～0x8F 
   IEEE802.11,11b 0x91～0x9F 

電灯線ｃ方式 0xA1 
   IPv6/Ethernet 0xB1 
   IPv6/6LoWPAN 0xB2 
 
hardwareaddresssize：下位アドレステーブルデータで保持しているハードウェアアドレ

スのサイズのポインタを示す。 
hardwareaddress：下位アドレステーブルデータで保持しているアドレステーブルに対応

するハードウェアアドレスの配列のポインタを示す。 
 

（５） 戻り値 
０： 異常時 
１： 正常時 

（６） 使用する構造体 
無し。 

（７） 注意事項・制限事項 
無し。 
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４．２．３３ ClcGetNodeIDList 

 
（１） 名称 

NodeIDリスト取得関数 
（２） 機能 
下位通信ソフトウェアが保持するNodeIDリストを取得する。 

（３） 構文 
BOOL ClcGetNodeIDList（ 
 unsigned char  device_id, /*[IN] 下位通信ソフトウェアID */ 
 unsigned char   *node_id_list  /*[OUT] NodeIDリスト */ 
） 

（４） 説明 
device_id ：下位通信ソフトウェア識別情報。 

 
電灯線a,d方式 0x11～0x1F 

   特定小電力無線 0x31～0x3F 
   拡張HBS 0x41～0x4F 
   IrDA_Control 0x51～0x5F 
   LonTalk○R  0x61～0x6F 

   Bluetooth® 0x71～0x7F 
   Ethernet 0x81～0x8F 
   IEEE802.11,11b 0x91～0x9F 

電灯線ｃ方式 0xA1 
   IPv6/Ethernet 0xB1 
   IPv6/6LoWPAN 0xB2 
 
*node_id_list ： 下位通信ソフトウェアが保持しているNodeIDリストの配列(要素数

32)へのポインタである。以下のようなデータとする。 
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ＮｏｄｅＩＤリストは、下図の３２バイトのテーブルにおいて、存在するＮｏｄｅＩＤ（１６進表記）を示す

ビット位置に１をセットして１バイト目から順に列挙する。 
 ﾋﾞｯﾄ０ ﾋﾞｯﾄ１ ﾋﾞｯﾄ２ ﾋﾞｯﾄ３ ﾋﾞｯﾄ４ ﾋﾞｯﾄ５ ﾋﾞｯﾄ６ ﾋﾞｯﾄ７ 
１バイト目 Ｆ８ Ｆ９ ＦＡ ＦＢ ＦＣ ＦＤ ＦＥ ＦＦ 
２バイト目 Ｆ０ Ｆ１ Ｆ２ Ｆ３ Ｆ４ Ｆ５ Ｆ６ Ｆ７ 
３バイト目 Ｅ８ Ｅ９ ＥＡ ＥＢ ＥＣ ＥＤ ＥＥ ＥＦ 
４バイト目 Ｅ０ Ｅ１ Ｅ２ Ｅ３ Ｅ４ Ｅ５ Ｅ６ Ｅ７ 
５バイト目 Ｄ８ Ｄ９ ＤＡ ＤＢ ＤＣ ＤＤ ＤＥ ＤＦ 
６バイト目 Ｄ０ Ｄ１ Ｄ２ Ｄ３ Ｄ４ Ｄ５ Ｄ６ Ｄ７ 
７バイト目 Ｃ８ Ｃ９ ＣＡ ＣＢ ＣＣ ＣＤ ＣＥ ＣＦ 
８バイト目 Ｃ０ Ｃ１ Ｃ２ Ｃ３ Ｃ４ Ｃ５ Ｃ６ Ｃ７ 
９バイト目 Ｂ８ Ｂ９ ＢＡ ＢＢ ＢＣ ＢＤ ＢＥ ＢＦ 
１０バイト目 Ｂ０ Ｂ１ Ｂ２ Ｂ３ Ｂ４ Ｂ５ Ｂ６ Ｂ７ 
１１バイト目 Ａ８ Ａ９ ＡＡ ＡＢ ＡＣ ＡＤ ＡＥ ＡＦ 
１２バイト目 Ａ０ Ａ１ Ａ２ Ａ３ Ａ４ Ａ５ Ａ６ Ａ７ 
１３バイト目 ９８ ９９ ９Ａ ９Ｂ ９Ｃ ９Ｄ ９Ｅ ９Ｆ 
１４バイト目 ９０ ９１ ９２ ９３ ９４ ９５ ９６ ９７ 
１５バイト目 ８８ ８９ ８Ａ ８Ｂ ８Ｃ ８Ｄ ８Ｅ ８Ｆ 
１６バイト目 ８０ ８１ ８２ ８３ ８４ ８５ ８６ ８７ 
１７バイト目 ７８ ７９ ７Ａ ７Ｂ ７Ｃ ７Ｄ ７Ｅ ７Ｆ 
１８バイト目 ７０ ７１ ７２ ７３ ７４ ７５ ７６ ７７ 
１９バイト目 ６８ ６９ ６Ａ ６Ｂ ６Ｃ ６Ｄ ６Ｅ ６Ｆ 
２０バイト目 ６０ ６１ ６２ ６３ ６４ ６５ ６６ ６７ 
２１バイト目 ５８ ５９ ５Ａ ５Ｂ ５Ｃ ５Ｄ ５Ｅ ５Ｆ 
２２バイト目 ５０ ５１ ５２ ５３ ５４ ５５ ５６ ５７ 
２３バイト目 ４８ ４９ ４Ａ ４Ｂ ４Ｃ ４Ｄ ４Ｅ ４Ｆ 
２４バイト目 ４０ ４１ ４２ ４３ ４４ ４５ ４６ ４７ 
２５バイト目 ３８ ３９ ３Ａ ３Ｂ ３Ｃ ３Ｄ ３Ｅ ３Ｆ 
２６バイト目 ３０ ３１ ３２ ３３ ３４ ３５ ３６ ３７ 
２７バイト目 ２８ ２９ ２Ａ ２Ｂ ２Ｃ ２Ｄ ２Ｅ ２Ｆ 
２８バイト目 ２０ ２１ ２２ ２３ ２４ ２５ ２６ ２７ 
２９バイト目 １８ １９ １Ａ １Ｂ １Ｃ １Ｄ １Ｅ １Ｆ 
３０バイト目 １０ １１ １２ １３ １４ １５ １６ １７ 
３１バイト目 ０８ ０９ ０Ａ ０Ｂ ０Ｃ ０Ｄ ０Ｅ ０Ｆ 
３２バイト目 ００ ０１ ０２ ０３ ０４ ０５ ０６ ０７ 

 
（５） 戻り値 
０： 異常時 
１： 正常時 
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（６） 使用する構造体 
無し。 

（７） 注意事項・制限事項 
無し。 
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４．２．３４ ClcGetMasterRouterInfo 

 
（１） 名称 
マスタルータ情報取得関数 

（２） 機能 
下位通信ソフトウェアが保持するマスタルータ情報を取得する。 

（３） 構文 
BOOL ClcGetMasterRouterInfo（ 
 unsigned char device_id , /*[IN] 下位通信ソフトウェアID */ 
 unsigned char *result,  /*[OUT] マスタルータの存在の有無*/ 
 unsigned char *master_node_id /*[OUT] マスタルータのNodeID */ 
） 

（４） 説明 
device_id ：下位通信ソフトウェア識別情報。 

 
電灯線a,d方式 0x11～0x1F 

   特定小電力無線 0x31～0x3F 
   拡張HBS 0x41～0x4F 
   IrDA_Control 0x51～0x5F 
   LonTalk○R  0x61～0x6F 

   Bluetooth® 0x71～0x7F 
   Ethernet 0x81～0x8F 
   IEEE802.11,11b 0x91～0x9F 

電灯線ｃ方式 0xA1 
   IPv6/Ethernet 0xB1 
   IPv6/6LoWPAN 0xB2 
 
*result  ：マスタルータの存在の有無へのポインタを示す。 
    0x00：無し 

0x01：有り 
*master_node_id：マスタルータのNodeIDの値へのポインタを示す。 

 
（５） 戻り値 
０： 異常時 
１： 正常時 

（６） 使用する構造体 
無し。 

（７） 注意事項・制限事項 
無し。 
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４．２．３５ ClcLowReqToHardwareAddress 

 
（１） 名称 
ハードウェアアドレス変換要求関数 

（２） 機能 
下位通信ソフトウェアに対して渡したNodeIDに対応するハードウェアアドレスを 
要求する。 

（３） 構文 
BOOL ClcLowGetHardwareAddress（ 
unsigned char device_id,  /*[IN]   下位通信ソフトウェアID */ 
unsigned char node_id ,  /*[IN]   変換対象のNodeID */ 
unsigned char* hardwareaddress, /*[OUT] ハードウェアアドレスへのポインタ*/ 
unsigned char* hardwareaddress_len/*[OUT] ハードウェアアドレスのサイズへのポインタ*/ 
） 

（４） 説明 
device_id ：下位通信ソフトウェア識別情報。 

 
電灯線a,d方式 0x11～0x1F 

   特定小電力無線 0x31～0x3F 
   拡張HBS 0x41～0x4F 
   IrDA_Control 0x51～0x5F 
   LonTalk○R  0x61～0x6F 

   Bluetooth® 0x71～0x7F 
   Ethernet 0x81～0x8F 
   IEEE802.11,11b 0x91～0x9F 

電灯線ｃ方式 0xA1 
   IPv6/Ethernet 0xB1 
   IPv6/6LoWPAN 0xB2 
 
node_id  ：変換対象のNode ID。 
hardwareaddress：変換後のハードウェアアドレスへのポインタが返る。 
hardwareaddress_len：変換後のハードウェアアドレスのサイズのポインタが返る。 
 

（５） 戻り値 
０： 異常時 
１： 正常時 

（６） 使用する構造体 
無し。 

（７） 注意事項・制限事項 
無し。 

 
 


